っ 
> 玩 
4 
』 * 
っ の 
い 
さり 
の に 
1 
2 
記 


New Edition 
【 新 世紀 エヴァンゲリオン 】 4 


に 


| 
に 


CT 1 


に 


| 
に 


CT 1 


fn the Year 201S A.D. 
The whole humanity iS on the edge of the survival. 
Gigantic entifies called “Angels? appeardfrom somewhere mySsteriOuSlY 
and begun wielding the destructive powers upon the face of the earth. 
They are unvanquishable against any_mundane weaponS made by human handS. 
<Nery”。 the United-Nation?s special agency, Created “Evangelion' 
an ultimate weapon against angels making it a KeneSs of a man. 
The only hope for the entire human race Hies in i(. 
Thnus the story DegunS... 


*ー ーー、 


硬 4 

ーー ば か 

CA 
人 


0) 


NEON GENESIS 、 


LWNGELION in 3D 


New Edition 


「CONTENTS | 


CHAPTER | 
the "Perfect Grade ーーーーー PO0Z 


CHAPTER H 
Modelers Gallery 一 Psi 


CHAPTER 川 
Figure Collection 一 一 ーー P89 


CEN で ドー ドモ ーー we る ntawuwenaee 


EVA - 01 
BANDAI Perfect Grade Modet・modeled by Masqki YONEYAMA 


COGAINAX/PrOJeot EVa. テレ ビ 東 京 CI997 GAINAX/ ビ VA 製作 委員 会 


2 


Py で 


和 
ュー 


CHAPTER ! 


the 
PerlectGrade 


「 究 極 の エヴァ アモ デル を 作る 」。 そ の 想い か ら 生 まれ た キッ ト 
は 、 "パー フェ クト グレ ー と 名 但 太 らち 机 だ が 。 誕生 
この バン ダイ の 天 作 キッ ト " パ ー プ ェクト グレ ー ド モデ ル " に 
スポ ボッ ト を あて 、 基 礎 か ら 大 規模 な 改造 作例 まで を 紹介 する 。 


ヽ 


N 
4 


る * 


グレ ー ド が どの 

また 、 キ ッ ト を 組み 立て る 

も 触れ て いる の で 、 参 考 に 
ある 0 0 

エヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 

バン ダイ パー フェ クト グレ ー ド モデ ル 

“ < 素 組 み と 付属 の シー ル だ け で も ここ まで の 形 に な る 


塗装 な し で も 充分 に 映え る の が パー フェ クト グレ ー ド で 
ある " 2 


ーッ ン 2 お 


| mnーーーーーー 


いく ら 手 軽 な 素 組 み と い っ て も 、 実際 の 作 
業 に と りか か る 前 に や っ て お くべ きこ と は い 
ろ い ろ あ る 。 あ る 程度 の 道具 を そろ えて お か 
な いと 、 組 み 立 て る と き に いろ いろ 苦労 を す 
る だ ろう し 、 そ も そ も パ ー ツ が 不足 し て いた 
りす れ ば 、 組 み 立 て る こと 自体 が 不可 能 に な 
りか ね な い 。 こ うい っ た 事態 を 招 か な いた め 
に も 、 事 前 の チェ ッ ク は 入 飼 に 行なっ て お く 
べき で ある 。 


チェ ッ ク を する 


まず や っ て お きた い の は 、 パ ー ツ の 破損 や 
不足 の チェ ッ ク 。 最近 で は ほとん ご その 心配 
が な いと は 言え 、 万 が 一 と いう こと も あり う 
る 。 必ず 調べ て お こう 。 気 を つけ た い の は バ 
ー ツ の 紛失 。 不足 を チェ ッ ク し て いる うち に 
自分 で パー ツ を な くし て し まう よう な ここ と は 、 
くれ ぐれ も 避け た い 。 また 、 パ ー フ ェクト グ 
レー ドモ デル の 場合 、「 初 回 生産 版 」 が 存在 す 
ム パ バー フェ クト グレ ー ド 用 の 全 バ パー ツ ( ラ 。 る パー ツ 以 外 に 特典 グッ ズ が 付属 する の で 、 
バー パー ツ を 除く )。 ビ ス 等 の 細か い 部 品 も も し 初回 限定 分 を 手 に 入れ た ら 、 こ ちら も 不 
ある の で 、 気 を つけ て チェ ッ ク し よう 足 が な いか どう か チェ ッ ク し て お こう 。 
こち ら は キッ ト (初回 生産 分 ) の 付属 品 。 説明 書 ( イ ンス ト ) を 初め と し て 、 特 典 の カー ド な ど が 入っ て 


いる 。 右 の 箱 は 、 電 飾 用 の 金具 な ど が 収納 され て いる も の 。 ま た ラバ ー バ パー ツ は プ ブリスター パッ ク に 入 
つて いる 
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4 初回 生産 分 の キッ ト の 場合 、 パッ ケー ジ の 右上 に その 
旨 が 明示 され て いる 

る これ は 非常 に 珍し い 例 。 右腕 の ラバ ー パ ー ツ が 、 パ バッ 
ケー ジ に 入っ て いな い 。 こ うい っ た 場合 、 レ シー ト さ え 
あれ ば 買っ た お 店 で 取り 替え て くれ る こと が 多い 。 捨て 
ず に 取っ て お こう 


ss @ 道 具 の 準備 


DOWG( COhSUmDWQn 1200w&GOOw 
toldina type TU1300 


Tcom 4 デザ イン ナイ フ 説明 書 に 従っ て 組ん で いく 場合 で も 、 あ る 程度 の 工 
2 こま パー ツ か ら バ リ 等 を きれ い に 取り 除 具 は 揃え て お いた ほう が よい だ ろう 。 や は り ラ ン ナ ー 
際 に 使用 する か ら パ ー ツ を 手 で むし り 取 っ た りす る の は 、 あ まり 美 


し く な い 。 ご こ に は 、 パ ー フ ェクト グレ ー ド モデ ル を 
組む お 際 に 必要 忌 有 効 こ 思わ れる 基本 的 な 道具 を いく つ 
か あげ て お いた 。 


る 接 彰 剤 


4A ド ライ バー 


一 部 接着 が 必要 と な る に 

パー ツ が ある た め 、 接 パー フェ クト グレ ー ド で は 、 一 部 パー ツ で ビス 止め を 行なう 。 そ 
汗 剤 も 用 意 し て お こう 。 の た め 十 下 ラ イ バ ー が 必要 と な る 。 サ イズ 違い で ネジ 穴 を つぶ さ 
普通 の プラ モデ ル 用 接 な いた め に 、 ド ライ バー セッ ト を 用 意 し て お く の が ベタ ー 


着 剤 で O K 


> ニッ バー 
や は り 、 ラ ン ナ ー か ら パ ー ツ を 切り 離す の に は この 道具 が 一 番 有 
効 で ある 。 模型 用 の も の か 市 販 さ れ て いる の で 、 そ れ を 使用 する 


3 ドラ イヤ ー 

パー フェ クト グレ ー ド の セー ルス ポイ ント の 一 つ で 
” ある ラバ ー ス ー ツ 。 こ れ を 着せ る の に は 少々 コツ が 
いる 。 ド ライ ヤー の 熱 で ラバ ー を 柔らか くす る の も 
ー つ の 手 で ある 


※ 基 本 工作 (切断 ) 
の 確認 

バチ パチ と 素 組ん で い 
く 場合 、 ほ と ん ど 問 題 と 
な る 作業 は な い は ず 。 気 
を つけ る の は 、 ラ ン ナ ー 
か ら の 切り 離し の 時 に パ 
ー ツ を 傷つけ る こと ぐら 
い だ ろ う 。 基本 か も し れ 
な い が 、 再 確認 し て お こ 
ビ 。 


人 AA き れい に バー ツ を 切り 離す こと が で きた 。 さ ら に 人 人 その 後 、 カ ッ タ ー ナ イフ や デザ イン ナイ フ な ど で 4 か ら バ パ は 写真 の 『 
時 5 ヽ お いら マー ゝ よう 
こだわ る な ら ば 、 紙 や すり て 磨い て や ろう 切り 残し を きれ い に 取 り 除 いて や る に 「 余裕 」 を 残し て 切り 離す 


実際 に 組み 立て て みる 
この 部 分 は 細か い 部 分 か 多く 、 向 き を 間違え や すい も の も ある の で al 7 Le ) 


注意 し よう 。 ま た 胸部 フレ ー ム は 電 和 飾 が 組込ま れる 場所 だ が 、 特 別 』 さて 、 こ こ か ら は 実際 に パー フェ クト グレ ー ド モデ ル が 組み 上 が っ て いく 様子 を 写真 で 追っ て 
に 難し い 工 作 が ある わけ で は な い 。 普通 に 工作 し て いけ ば DK だ 。 いる 。 組み 立て の 際 に 気 を つけ た い 場 所 も で きる だ け 紹 介し た の で 役立て て ほし い 。 各部 の 
作業 は 一 部 を 除き 、 基 本 的 に 「 フ レー ム の 組み 立て 」ー「 ラ バー を 着 せる 」…「 外 装 を と りつ け 
る 」 と いう 流れ で 進ん で いる 。 説 明 で は 、 パ ー ツ を “人 ムー 1 "の よう に 番号 で 示し て いる 場合 
が ある 。 こ ご の 番号 は 製品 の 部 品番 号 と 同じ な の で 、 組 立 説明 書 を 参考 に する と な お わか り 
や すく な る は すず 。 そ れ で は 組み た て て いこ う 。 


田頭 部 を 組み 立て る 


頭 部 は 間違え や すい パー ツ や 難し いと ころ も な く 、 組 みや すい 場所 だ 。 ま ず は ここ か ら 組 
み 立 て て みて は どう だ ろう か 。 


人 ム ハ ッ チ 後 部 。 こ れ も 写 真 の よう に な っ て い A ハ ッ チ 前 部 は 、C 1 一 8、Jー19、 

れ ば 、 正 し い 位置 関係 で は め 込 まれ て いる K 一 4 の 3 パー ツ て 組み 立て る 。 写 
真 の よう な 位置 関係 な ら OK だ 

ぁ 首 の 基部 。 ゾー8 に 


PC 一 N と PC 一 O を 
は め 込 ん だ と ころ 。 特 
に PC 一 N の 向き に は 
気 を つけ る こと 


テイ アー 」 


で 25 


[ 頭 部 ( 素 体 ) 朋 パー ツ ] [ 頭 部 用 パー ツ ] 


・D パ ー ツ ・C 1 パーツ 

3、4 9、0、18、14、⑯ 

・ ポ リキ ャ ヤッ プ CPO) "DB リ ー ツ 

EE fk、 失 、 答 、1 和 6 
・ ポ リキ ヤッ プ CPO) 
攻 


+ 


ム エ ン トリ ー プ ラク 排出 キミ ッ ク 用 の ス 
プリ ング と Kー 5 の 位置 関係 に は 気 を 配 
ろう 。 こ れ は スプ リン グ と Kー 5 が 上 下 


ろう 4 頭 の 上 部 、 上 あご 、 下 あご と 、 特 に 難し て 
逆 に な っ て いる な く 組 め る は ず 


ぁ 頭 部 完成 (シー ル も 貼っ て いる )。 こ の 状態 
で は 下 あ こ が 固 定 さ れ て いな い の で 、 紛 失 し 
な いよ う 注 意 す る こと 


素 体 の 場合 も ポリ キャ ッ プ を 入れ 2 バーツ 
を あわ せる だ け と 、 非 常に 簡単 


4 ム これが 正しい 位置 関係 で パー ツ を セッ ト し た も の 


10 


田 ハ ッ チ 部 分 、 胸 部 フレ ー ム を 組み 立て る 


[ハッ チ 部 分 用 バー ツ ] 
中 / ャ ー ツ 

れ 。、 思 

まり 

8 


・D バ パーツ 
8 


ーッ 
17、18、19 


こつ / 
4 、 ら 、 9、 10 


* ポリ ギャ ヤッ プ (P6) 


N、O 
・ そ の 他 マ 
太 プ リッ グ 4 完成 直前 。 首 の 基部 、 ハ ッ チ の 前 後 、 ス プリ ング を こ 


の 位置 関係 で セッ ト す る 


[胸部 フレ ー ム 用 パー ツ ] 
* デーW 
昌 、 デア 


> 皇 の リー プ 
6、 ノ 


と / 
9、10、11、12、13 


・K バ ー ツ 
4 。 妥 、 急 、 公 


・ ポ リキ ヤツ プ (P CO) 
D、P 


・ そ の 他 
発光 ツイ オー ド (LED) ム 完 成 し た ハッ チ 部 分 


LED か ら の リー トド 線 
の 先 は パー ツ ベ Kー 6 で ま 
と め る 。 写真 の 方 向 で 見 
て 赤い リー ド 線 が 右 に く 
る よう に する こと 

る 肩 基部 に LED を 組み 
込ん だ と ころ 。 組み 込み 
自体 は 特に 難し く ない 。 
問題 と な る の は 、 脇 の 部 
分 に つけ る ポリ キャ ッ プ 、 
PC 一 D で ある 


PC 一 D は 、 前 後 上 
下 を 正しく は め な けれ 
ば いけ な いと いう 厄介 
な 部 品 で ある 。 写真 の 
右 方 向 が 胴体 の 前 に く 
る よう に さ し こ も う 。 
上 下方 向 は 、 写 真 左 側 
の 形 に あわ せる こと 


y 胸 部 フレ ー ム の 完成 。 基 本 的 に は 先 に 作っ て お いた ハッ チ 部 分 を K 一 1 、2、3 
の パー ツ て で 挟み 込む だ け な の で 、 作 業 時 間 も 短い 


エン トリ ー プ ラグ を 
差し 込む と ころ 
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田 ア ン ピ ビリ カル ・ ケ ー ブ ル と バッ テリ ー コ ン テ ナ を 組み 立て る 


リー ド 線 の 電極 部 分 
を Kー19 で まとめ た と 
pp 寺 の この 方 向 で 見 た 
と き に 黒い リー ド 線 が 


ここ で 本 体 か ら 少 し 離れ 
て 、 電 飾 関係 を 組み 立て 
て みよ つう 。 バー フェ ク ト 


右 に くる よう に グレ ー ド モデ ル に は 金属 
部 品 が いく つか 含ま れ て 
いる が 、 そ の ほこ と ん ご は 
か この 部 分 で 使用 する 。 
Mt 才 s [アン ビリ カル ・ ケ ー ブ プル 
線 を は さむ ピン が つい 用 パー ツ ] 
て いる の で 、 写 真 の よ * DKー ツ 
うに は さん で お く 9、10 
・K パ ー ツ 
1 作 8、 9 
・ そ の 他 


リリ ー ド 線 ( 赤 ・ 黒 )、 ビ ニー ル 
チ ユ ー プ 


ぁ 付 属す る ビニ ー ル チュ ー ブ は 少し 長い の て 切断 する 。 説明 
書 の 指示 は 45cm で ある 


ムリ ー ド 線 の 先 は 、 ね じ っ て まとめ て お く 
3 アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル の 完成 


デリ ーー コンテナ 
用 パー ツ ] 

1 、 ら 、3、4、 ら 5、 
6、Z、8、9、10 


マ 電 池 BO X の スイ ッ チ 部 分 を 組み 
立て る 。 ま ず 、O 一 1 に スイ ッ チ バ 
ー で ある O 一 6 を 取り 付け る 


・ そ の 他 
電池 金具 (A・B・C)、 
ビス ( 短 ) 


ム 次 に スイ ッ チ カバ ー(0 一 5) を 取 
り 付 ける 


最後 に 電池 金具 A を 取り 付け て 、 
スイ ッ チ 部 分 は 完成 する 


ムリ ー ド 線 の 先 に も 電池 金具 を 取り 
付け る が 、 そ の 前 に 電池 BOX の 土 
台 (0 一 2 ) の 穴 に 線 を 通し て お く 〈。 
抜け を 防止 する に は 、 説 明 書 の 指示 
の よう に 穴 の 近く で リー ド 線 に 結び 
目 を 作っ て お く 


。w 電 池 金 B は リー ド 線 赤 に 、 電 
池 金具 C は リー ド 線 黒 に 取り 付け 
る こと に 注意 


※ 点 灯 テ スト を し よう / 
胸部 フレ ー ム と アン ビリ カル ケー 
ブル 、 パ バッテリー コンテナ が 組み 
上 が っ た と ころ で 、 し E ロ の 点灯 
テス ト を 行なっ て お こう 。 電池 金 
具 等 が 正しく 配置 され て いる か を 
確認 する の で ある 。 


ム ビ ス を 使っ て 、 リ ー 
ド 線 を 付き 電池 金具 を 
取り 付け れ ば 電池 BO 
X 部 分 は 完成 
コン テ ナ 人 外側 に 取り 
付け る パー ツ の 組み 立 
て は 上 難しく ない 。 た だ 
し 、 非 常に 折れ や すい 
部 品 な の で 、 そ の 点 に 


ム テ スト は いた っ て 簡単 で 、 電 源 プ ラグ を 胸部 フレ ー ム に 差 
し 込み 、 ス イッ チ を 入れ て や れ ば よい 。 部 品 の 配置 、 結 線 、 > 
電池 の 十 一 等 が 正しけれ ば この よう に LED が 点灯 する は ず 注意 二 ーー 

レ し し ED を 発光 させ る に は 、 単 4 弄 乾 電 池 が 2 本 必要 と な る St 


画 腰 部 フレ ー ム を 組み 立て る 


腰部 の フレ ー ム は 、 痛 中 
と 腰 に あたる フレ ー ム A 
と フレ ー ム 日 、 股 間 に あ 
ま 調 「 . 甘 た る フレ ー ム 〇 の プロ 
BE ーー 培 ソ ツク か ら で き て いる 。 非 常 


A ま ぎら わし い パ ー ツ その 1 。 左 が フレ ー ム A 用 の Jー36。 に 形 が ま ぎ ら わ = 
右 が B 用 の Jー35 で ある ツ が 多い の で 、 そ の 点 に 
ヤマ ま ぎら わし い パ ー ツ その 2。 左 が フレ ー ム A 用 の Jー 2 特に 気 を つけ た いと ころ 


エゴ ー 7 。 右 が BB 用 の Jー 1 キリ ー 8 だ 。 
2 ンー ' の 0 員 目 [腰部 フレ ー ム 使用 バー ツ ] 
・E パ ー ツ 

8、9、14、15、16、17 


* ーー ツ 
1 、 ら の 、Z、8、34、35、36 


' ・ ポ リキ ャ ヤッ ツ プ (PC) 
マヤ これ も 左 が フレ ー ム A 用 、 右 が 日 用 で ある 。 そ の 1、 そ  B 
の 2 に A 用 は Eー14 二 ビー15、 日 用 (正確 に は A と B の 接 
続 用 ) に は ヒー16 十 モー17 が 加わ っ て いる 


人 ム フ レ ー ム A は 最後 に は め 込 む 
< 腰部 フレ ー ム の 完成 


h 


4 不要 部 分 が 小さ い の な ら ば 、 写 真 の よう に 一 気 に 切 っ 
て も よい 

マ 切 際 後 。 な お 、 こ の 作業 に は ニッ パー が 一 番 向 いて い 
る よう だ 。 か な り 小 さ な も の で も 簡単 か つき れい に 切り 
取れ る 
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人 4 この よう に 切除 で きれ ば 成功 だ 


股間 に あたる フレ ー ム C を 組む と き に は 、 
あら か じ め フ レー ム 日 を 組み 込ん で お く 必 要 
が ある 。 後 か ら は は め ら れ な い の て 注意 

ヤマ フレ イム 日 十 C か 完成 


に っ 


い 


レー ム A は 独立 し て 組み 立て る 


フ 


※ ラ バー バーツ の 不要 部 分 を 切り 取る 

内 部 フレ ー ム を 組み 込む た め の ラ バー パー ツ は 、 パ ー フ 
ェクト グレ ー ド モデ ル の 特徴 的 な パー ツ だ が 、 そ の まま 
で は フレ ー ム が 組み 込め な い 。 組み 込む た め に は 不要 な 
部 分 を 取り 除く 必要 が ある 。 こ こ で は その 切除 作業 の や 
り 方 を 紹介 する 。 


A 不 要 部 分 が 大 き な も の の 場合 、 こ の よう に 切れ 目 を 入れ て …… 
ヤラ イン に そっ て 切っ て いく 〈。 軟らか い 素 材 な の で 、 さ くさ く 
切れ る は ず 


ボディ を 完成 ご せる 


さて 、 い よい よ 胴 体 部 分 の 完成 で ある 。 と いっ て も すでに 組み 上 が っ て いる 胸部 と 腰部 の 
フレ ー ム を 組み 込み 、 外 装 を 取り 付け る だ け な の で 、 工 程 的 に は それ ほど 大 変 で は な い 。 
問題 とこ なる の は 、 一 部 の 部 品 の 取り 付け と や は り ラ バー パー ツ の 着せ 方 に な る だ ろう 。 


pg ボディ 用 ラバ ー パ バー 
ツ で 切り 取る 不要 箇所 
は 45 個 ある 。 白い 部 分 


[ボディ (外装 含 ) 用 パー ツ ] 
・B パ ー ツ 
ア 、 選 、B、10、 八 、 4。 人 他 


か 不要 な と ころ 
・C 1 パー ツ 
/ 
・D パ ー ツ 
5、16、17 
・G パ ー ツ 
1 N と 人 ce は Lo 6 
マヤ ド ラ イヤ ー の 熱 で ラ ・J パ ー ツ 
バー バー ツ を 軟らか く 15 
し て 、 フ レー ム を 入れ 
や すく する 。 他 に も 説 ・N パ ー ツ 
明 書 に ある 通り 、 グ リ ッ 
ス や シッ カロ ー ル な ど 
の 潤滑 剤 を フレ ー ム に _、 
塗る 方 法 が 考え られ る WA 2 パー ツ 


1(※N- フ と の 選択 ) 


・ そ の 他 
ヲ ハ リー パーツ (ボディ 用 ) 


ム ま ず 腰 部 フレ ー ム を 入れ る 
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ム 注 意 1 。 頭 部 を と りつ ける 部 品 ー15 は 、 
胸部 フレ ー ム を ラバ ー に 入れ る 前 に つけ る 


ム 注 意 2 。 首 後ろ の 外装 Gー 1 は 、 写 真 の よ 
う に 上 下 正しく 取り つけ る 


画 腕 を 組み 立 せ る 


4 胸部 バー ツ を 組み 込ん だ と ころ 


る 外装 を 取り つけ て ボディ 部 分 が 完成 。 な お 、 胸 の 外装 は 一 番 最 後に 取 
りつ ける こと 


次 は 両 腕 の 組み 立て に 入る 。 こ こ で は 、 フ レー pa [ [ [右腕 フレ ー ム 用 パー ツ ] 


ム と 外装 の 組み 立て を 分 け て 説明 し て いる 。 な ・C 1 パー ツ 
お 、 一 部 の 部 品 の 形状 を 除い て 両 腕 の 組み 立て 1、 人 4 
の 手順 は 共通 な の で 、 片 腕 分 を 使っ て の 説明 と ・J パ ー ツ 


な っ て いる 。 


@ 腕 フレ ー ム 


ヒジ の パー ツリ ー22 
( 両 腕 共 通 ) は 、 内 と 外 
で 多少 形 が 違う 。 こ の 
写真 の よう に 穴 の フチ 
が 丸い の が 腕 の 外側 


、 ら 6、Z62、25、26 


・ ボ リキ ヤッ プ (PC) 
C、1、J り 、 し 


フチ が 八角 形 の ほう 
が 内 側 を 向く 


マコ ー22 に は め る 、P 
Cー ! に も 内 側 と 外側 
が あり ・…… 


[左腕 フレ ー ム 用 パー ツ ] 
y 公 入り ー ウ 
2、8 


ルー ツジ 
4、 ら 5、22、25、26 


・ ポ リキ ヤツ プ CPO) 
考え な し に は め 込 む G。、【『。 り 、 し 


と この よう な こと に 


正しく は この 形 に な 
る 


人 腕 フ レー ム の 完成 上 腕 と 前 腕 を 組み 合わ せ た と ころ 


4 右腕 と 左腕 用 を 見 分 ける た め に ラバ ー パ ー ツ に 
は 印 が つい て いる 。 線 が 1 本 (左側 ) が 左腕 用 、 2 
本 (右側 ) が 右腕 用 で ある 。 た だ し 印 は 切除 する 部 
分 に つい て いる の で 、 気 を つけ る こと 


y 見 分 ける 方 法 は も う 
ー つ ある 。 ご覧 の よう 
に 腕 の フレ ー ム は 外側 
と 内 側 で ふく ら み 具合 
が 違い 。 写真 の 左腕 の 
場合 、 ふ くら み の 大 き 
い 右 側が 外側 と な る 


3 その た め 、 ラ バー パ 
ー ツ も 外側 に あたる ほ 
う の ぶ ふく ら み 具合 が 大 
きい 。 こ れ は 利用 し て 


4 両 腕 の 切除 部 分 は 各 13 ヵ 所 ずつ 見 分 け よう 


人 人 上腕 内 側 の パー ツ C 1 一 4 (右腕 の 場 
合 ) と PC 一 C の 組み 合わ せ に も 注意 。 
これ は 間違っ た 形 だ 


2 - 仙 冒 請 
人 ム 正 し く は め る と この よう か 形 に 見 える 


@ 腕 の 完成 


[ 腕 外 装用 ( 両 腕 分 ) バ ー ツ ] 
CM の 
5、6 


・F パ ー ツ 
すさ こっ 人 用 さ 年 、、 お ぐ 


・ そ の 他 
フ バ パー バー ツ ( 右 腕 用 、 諾 腕 用 ) 
| ん が デ ツ ら < づ 
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y 外装 部 分 で 気 を つけ る パー 
ツ は 前 腕 用 の Fー 5 と F 一 6 
と も に 両 腕 共 通 )。 写 真 左 側 の 
Fー5 は 腕 の 外側 用 な の で 、 
ぶ ふ くらみ が 大 きい 

る 肩 ク リア パー ツ (1 エ 一 2、 
3 ) に シー ル を 貼る 場合 、 肩 
に 取り つけ る 前 に 裏側 か ら 貼 
っ て お く 


人 人 腕 の 部 分 は 、 ひ っ か り も な く 比 較 的 簡単 に ラバ ー バ パーツ に 入れ られ 
る 場所 だ 


田上 半身 を 完成 させ る 


ここ で は 武器 庫 を 営め た 両 肩 を 製作 、 す で に 完成 済み の 両 
腕 と 頭 部 を 胴体 に 取り つけ て 、 一 気 に 上 半身 が 完成 する 段 
階 ま で も っ て いく 。 こ こま で くる と 、 大 き な パ ー ツ の 組み 
合わ せこ と いっ た 感じ と な り 、 作 業 の 流れ も スム ー ズ に 進ん 


で LU 々 < 。 


@ 肩 の 武器 庫 を 作る 


4A 肩 武器 庫 の 組立 は 、 カ バー に ピン (Eー 3 ) て で 各 部品 を と め て いく と い 
う 簡 単 な も の 。 こ れ は 右 肩 の も の だ が 、 あ と は 両側 を あわ せる だ け て 完 


成す る 


^ 右 肩 直 器 庫 の 完成 
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[ 石 肩 武器 庫 用 バー ツ ] 
*・ バーツ 


[左肩 武器 庫 用 バー ツ ] 
リー ツ 
人 振 


: 太り ー ツ 
1 、3、4 


・F バ パーツ 
10 


リャ キーツ 
16 


^ ム 左肩 の 武器 庫 も 一 部 の パー ツ の 違い こそ あれ 、 右 側 と 同じ 組み 方 で ある 


4 左肩 式 器 庫 の 完成 


まず は 両 肩 を 完成 させ る 、 と いっ て も 腕 と 武器 庫 を 肩 の パー ツ で は さ 
みこ むだ け な の て 非常 に 簡単 。 左肩 の ナイ フラ ッ ク (H ロ 一 3 ロー 4 ) 
を つけ 忘れ な いよ うに 注意 


[ 両 肩 ・ 上 半身 用 パー ツ ] 
> らら 1 パー ツ 
11、12 


・F パ ー ツ 
レク 


"人 / リ ーー ウツ 
4x 写 、 る る 、 人 4、5、6@ 


* 抽 / キ ー ツ 
、 人 4 


7 の 2 


4A 胸 カバ ー 用 パー ツ (C 1 一 11 と C 1 一 12) と 打 ち 用 パー ツ (N 一 5 と N 一 
・ ポ リキ ヤツ プ CP O) 6) は 接着 が 必要 で ある 。 写真 は 接着 剤 の 流し 込み て 接着 を 行か な っ て いる 


K 最後 に 頭 部 と 胸 カ バー を 取り つけ て 上 半身 が 完成 する 


4 両 腕 を 胴体 に と りつ けた と ころ ム 肩 を 含め た 両 腕 が 完成 
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脚 部 を 作る 


ここ か ら は 下半身 の 要 、 脚 部 を 製作 し て いく 。 ビス 止め を 多用 する 場所 で あり 、 製 
作手 順 を きち ん と お さえ て お か ね ば な ら な い 。 脚 モモ の フレ ー ム 一足 首 一 完成 と 
いう 流れ で 作業 を 見 て いく こと に する 。 ま た ここ も 片 脚 分 の 作業 を 見 て いく 。 


[ 右 脚 モモ フレ ー ム 用 パー ツ ] [右足 首 フ レー ム 用 パー ツ ] 
・ り パー ツ ・K パ ー ツ ・ ポ リキ ヤッ ツ プ PC) ・ そ の 他 ・ り パー ツ ・K パ ー ツ 
24、27、30 フ 、22、23 H、M ビ ピス ( 短 ) 31、32 12、13、14、15 A、F 


[ 右 脚 外 装用 パー ツ ] 
・ バーツ 
4、. 5 


時 WW 
12、13 


テツ 
11、12、15 


・ ボ リキ ヤップ (PC) 
G 


・ そ の 他 
7 ーッ バー ツ 
(ビザ 用 、 足 首 用 ) 


[ 左 脚 外装 用 バーツ] 
: 抽 0 W 
3、@ 


oo 
10、11 


・F パ ー ツ 
13、14、15 


・ ポ リキ ヤッ ツ プ CPO) 
G 


・ そ の 他 
ララ リー リー ツウ 
(ビザ 用 、 足 首 用 ) 


・ ボ リキ ヤツ プ (PO) 


[左足 首 フ レー ム 用 パー ツ ] 
リン / 
31、32 


・K パ バーツ 
12、13、16、17 


・ ポ リキ ヤッ ツ プ PO) 
A、F 


・ そ の 他 
ビス ( 短 ) 


[左足 首 フ レー ム 用 パー ツ ] 
9/ー ツ 
31、32 


・K パ ー ツ 
12、13、16、17 


・ ポ リキ ヤツ プ CPO) 
A、F 


・ そ の 他 
ビス ( 短 ) 


き モ モ フ レ ー ム 


4 ヒザ の 関節 パー ツ ( 写 真 は 右 脚 用 ー24) に 
ポリ キャ ッ プ を は め る と き は 、 ヒ ジ の 時 と 同 
じ よ うに パー ツ の 向き に 注意 を する 。 写真 は 
脚 の 内 側 を 向く ほう で ある 


も 


る 


4 左 の ポリ キャ ッ プ が 、 間 違っ た 方 向 で 入 4A ボ ポリ キャ ッ プ (PC 一 M)。 フ チ の 一 方 か 円 
れ て し まっ た ほう で ある 形 、 も う 一 方 は 八角 形 と な っ て いる 。 こ れ を 
ヒザ 関節 の 穴 の フチ の 形 に 合わ せる 


を 


^ 右 脚 モ モ フ レ ー ム の 断面 。 こ の 後 ビス 止め を 行なう の で 、 き ちん と パー ツ か 配置 され て いる か を し っ 
か り 確認 する 


すぐ 


4 この よう な 状況 に 陥る 。 こ うな る と も う 人 人 特に モモ 関節 パー ツ ( 右 脚 の 場合 Kー 7 ) に 

一 度 ビ ス を 外す し か な い は 気 を つけ る こと 。 ビ ス 止 め の 前 に きち ん と 
入れ て お か な いと … 

る モモ フレ ー ム の 完成 


4 不要 部 分 を 切除 し た ヒザ 用 ラバ ー パ ー ツ 4 ヒザ 用 ラバ ー パ ー ツ の 切除 部 分 は 各 7 ヵ所 


タラ バー バ パーツ を フレ ー ム に 被せ る 


人 @ 中 自 


足首 フレ ー ム を 構成 
す る パー ツ は 少な い 。 
ビス 止め が 必要 だ が 、 
サク っ と 組め る 


定宗 


人 人 切除 し た も の 人 足首 用 ラバ ー パ ー ツ て 功 除 する 不要 部 分 は 各 9 ヵ所 
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@ 脚 部 の 完成 


ム 両 足 の 股 問 軸 を ビス 止め する 際 に は 、 写真 
の よう に 左 脚 が 前 に な る よう に する こと 


人 A 右 脚 の 軸 が 前 に な っ て いる の は 誤り 


2 


EONET 


CN 


人 モモ フレ ー ム と 足首 が 完成 し て いる た め 。 


し て は さ み こ むだ け で ある 
る 脚 部 が 完成 


で プシ 


の 組み 立て は 非常 に 簡単 。 写真 の よう に 部 品 を 配置 


4 足首 は 曲がっ て お り 、 ひ っ か か る 部 分 も ある た め 、 
非常 に ラバ ー パ ー ツ が 殴 せ に くい 。 破 ら な いよ うに 
気 を つけ る こと 


人 4 ここ か ら は 外装 を つ 


け て いく 。 ま ず 最 初 に つま 先 の 


A 一 7 と か か と の Gー 9 す Gー10 を 先 に は め る ( 右 
足首 の 場合 )。 こ うし な いと 次 の パー ツ が は め ら れ な 


い 


4 残り の パー ツ を は め て 足首 が 完成 する 


脚 部 を ボディ に と りつ 
け て 下半身 が 完成 する 。 
いよ いよ 完成 が 見 えて 
きた 感じ で ある 。 ここ 
で 注意 し た い の は 股 関 
節 の 軸 。 ビ ス 止 め を 行 
な つの だ が 、 ラ バー パ 
ー ツ の 中 の 見 えな い 部 
分 で の 作業 と な る 。 事 
前 に パー ツ の 組み 合わ 
せ を 確認 し て お く 必 要 
が ある 。 


[下半身 用 バー ツ ] 
・A パ ー ツ 
8、8、10、11 


* 上島)ーW 
12、13、15 


・ そ の 他 
ビス ( 長 ) 


男装 備 類 を 組み 立て る 


本 体 は 完成 目前 だ が 、 そ の 前 に 武器 や 手首 な ご ど を 組み 立て て お こう 。 と いっ て も 、 
その ほとん ご ど が 、 切 り 離 す だ け の 一 体 成型 ご あっ た り 、 単 純 な 組み 立て で 済む も 
の で ある 。 し か し 一 部 接着 を 必要 こす る も の も ある 。 た エグ し レ / と お こつ ラ 。 


[武器 用 バー ツ ] SR 8 

ーー グ で RS R 

人 折 。 電 。 テ 4 両脚 を ビス 止め あし た と ころ 
2 * ルー リ 

33 

・M パ ー ツ 


攻 く 。 SA 4 、 レア 9 


武器 を 組ん で みた と 
ころ 。 い ずれ も 簡単 な 
組み 立て て 済む 。 な か 
に は プロ グ ナ イ フ の よ 
うに 切り 離す だ け で 良 
いも の も 


ム そ し て 外装 を 取り つけ る 。 こ れ て で 下 半 


A ム バレット ライ フル に 手首 (L 5 十 L11) を 4 2 つの 剣 は 手 に 持た せる か 、 写 真 の よう に ソー ド バ パレット に する か を 選択 する 。 
付け る 際 に も 接着 が 必要 と な る いずれ も 接着 が 必要 と な る の で 、 一 度 選択 し た ら 変 更 が きか な い 。 注意 する こと 身 が 完成 、 そ し て 全身 も ほぼ 完成 し た 


一 完成 !| 


つい に 完成 で ある 。 素 組み と は いえ 、 パ ー フ ェクト グレ ー ド モデ ル が 見 事 に 形 
と な っ た の で ある 。 

さて 、 ご こま で 完成 まで の 道のり を 追っ て きた わけ だ が 、 い か が だ っ た だ ろう 
か 。「 究 極 の エヴァ モデ ル 」 と 鉛 う た れ 、 内 部 フレ ー ム サラ バー バーツ 、 ピ ビス 止め 
も あり 、 と 聞く と な に や ら 難 し い キ ッ ト と の イメ ー ジ を 持つ か も し れ な い が 、 そ 
の 組み 方 を 見 て いけ ば 決し て そん な こと は な いと わか る は ず 。「 究 極 の エヴァ 」 を 
目指 し な が ら も 、 組 立方 法 に も 充分 配 肉 さ これ て いる の だ 。 確か に 難し い 部 分 も あ 
る 。 し か し 、 そ れ は 注意 深く 作業 すれ ば 誰 で も 乗り 越え られ る も の で ある 。 

さあ 、 あ な た も パー フェ クト グレ ー ド を 組ん で みよ う / 


の (Op 


ー 作例 を 参考 に する " 


Y 極 カキ ッ ト を 活か し た 製作 。 手 を 加え た の は 作業 効率 を 良く す 


人 グンゼ 産業 の エヴァ ン ゲ リオ ンカ ラー を 使え ば 調 色 で 悩む こと は 少な い は ず 。 
作例 も 基本 は エヴァ カラ ー を 使用 。 た だ し シャ ドウ を 含め 、 い く ぶ ん 濃い 目 に 
装 し て いる 


さて 、 こ こま で 読み すす め て きた 方 に は “パー フェ クト 
グレ ー ド モデ ル ” が いっ た だ たい どの よう な キッ ト な の か 、 は ほ 
ぼ ば つか め て いる は ず 。 前 段階 で は 、 素 組み で 完成 させ る と 
ころ まで を 追っ て きた が 、 こ こ で は この キッ ト を 使っ た 作 
例 を 見 て みよ う 。 基本 的 に は その まま 組み 立て て いく だ け 
で 、 か な り の 充実 感 が 味 わ た える キッ ト で ある が 、 少 し な り 
と も 手 を 加え て みた いと 思う 人 は いる は ず 。 こ こ で 紹介 し 
て いる の は 、 ホ ビー ジャ ノ パ ン 1998 年 3 月 号 に 掲載 され た 米 
山 正樹 氏 の 作例 で 、「 誰 に で も で きる レベ ル で 」 と いう コン 
セプト て で 製作 され て いる 。 キ ッ ト の 改造 点 も 最低 限 の も の 
に と ど ま っ て いる の で 、 参 考 に し て ほし い 。 


EVANGELION O1 


BANDAI “Perfect Grade Aodel” 30cm nonscale Plastic kit 
modeled by Agsqki YONEYAAA 
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た り 、 ス ジ ボ リ を 彫り 直す ぐら いて 充分 か 
る 。 強度 は 落ち る が 、 可 動 へ の 干渉 は 弱まる 


AA 出来 の よい 部 分 は その まま 活か す 方 向 で 。 頭 部 で は 、 角 や エッ ジ を シャ ー プ 
ムラ バー バ パーツ が こう いっ た 動き を 邪魔 する 場合 も ある 。 
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還 ゅ 班 む で や つ セ ke)WGh く ーー%G 
つ で 3 坦 擬 居り ささ も 、( 十 詩 全く < 
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G セ 夫 叫 旨 り ふさ K 選 で るー 半 0 刀 dP 
く 一 く ミーム 選 握 や 6 本” ヒ 四 G 鷺 思 ペ ミーム ゼ 
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ご と 取り 外せ る 


と な ど を 考え る と 後 ハ メ が で きる よう に 工作 し た 良い 


取り 外し た 部 分 を 見 て みる と 、 肩 へ の 取り 付け 部 (紫色 の 場所 ) 


部 分 も ある 。 例え ば 肩 で は 武器 庫 の 部 分 が まる 
が 半 円 状 に 切り 欠か れ て いる の が わか る 


塗装 の 


) ) 


り 付け る 部 分 が 切り 欠 


> 後 ハ メ 用 の 工作 は 
うい っ た 細か い 部 分 で 
も 行なわ れ て いる 。 刀 
で は 黄色 の カバ ー を 取 
か れ て いる 


EE 


ころ で も 
述べ た が 、 刀 は 肩 に 取 


マ 素 組み の と 


り 付け る か 、 手 に 持た 


せる の どちら か を 選択 


する 。 作例 で は 収納 状 


態 を 選択 し た 


ろ 。 


* 一 


y 肩 を 発光 させ た と 


ーー 
に 


肩 の マー ク は 、 付 属 の フ 
ィ ル ム 状 シー ル て 簡単 ( 


再現 で きる 


足首 の 装 申 は 外れ や すい パー ツ の 一 つ 。 作例 


で は 接続 を ボー ル ジ ョ イン ト に 変更 し て 、 こ れ 


を 解消 し て いる 


人 A ム キット の 電 和 飾 は その まま 活か し 


て いる 


A 電 池 ボ ックス は 金属 線 等 を 使い 、 一 部 ディ テー ル ア ッ プ し て いる 


KN マー 本 AN0 うり きさく 思 組 で くく)) 誰 公 
し ww リ ロン ン S ご Meh" 6 紋 つ 選 
⑤ 宜 遇 

mef6 く レ Kー ユ ペー ンー 束 愉 ” 民 避 器 6 由貴 
3 民 G 和 夫人 R ヘ キ ー ト リロ つじ SO 
画 米 玉 

「 寺 CO」W 還 で し じ 愉 6 つ 台 人 くだ 窓 
つの レ つ や 心 公 で 

旨 用 86M や も デート ョ (ー) か キテ ーー ロ 
2 人 ミー 一) ギ NIN RW ピッ 
ws 喘 や さ レ ルレ 入 ふ ユ ー ハ キマ へ ハト で トミー 
レ 。 ハ キ ニ ーー だり で そ へ トマ で トミー や る づつ 


恥 つ し うっ” 舞 則 や ャ キキ 心 ふ ふ ー エ H ロ ー 
+Th 必 SN し 凌 ^ ヘ キ エー ンー 和夫 條 で NI 
組 人 る レ っ うっ も" 表 思 り 款 豆 G レ も S) 心 
レ つ ゃ ce・ 由 交 時 GS ユ 一 箕 ( 條 で H い ト ふ 
ュー+TIh SNG 喘 還 "に ヘ キ テ ーー 人 N 必 公 
ヽ G 同 避 邊 交 つ 選 や 6 に し ぶ woe) SS 
輸 ン 製 Nej で で や で 衝 つ りつ し と 届く 
ーー スハ ふ で 村 唐 倍 全 る さっ うじ セ "所 弄 人 
ヽ K ゼ ^ 財 多 計り 臣 つ 外し 北 C レ っ es 貴 
通 庄 G ャ ペー ハレ を で 6G し も SQ や で で 
取 つ セ % 民 を うつ で ” 路 深 ロ H ト スミ 
控 し K みく で 利 つれ 
一 剛 況 け 

他 せ や 人 じじ G 走 局 の う で ぐり リ ) レ ド 公 さ ご 
Ru OH6- つ TP 696 宙 宙 で さっ うり うう や 愉 で " 
藤 折 ロリ ) で ビレ あっ GS で の 親 で 8 公 ご 
じゃ" 

りり) で で で 相生 避 耶 レ も っ や 6 如 和 で レ 
っ っ しゃ ? 條 没 jnt つ て GS 遇 つ っ つ 本" 


ノ 2 ァ 


本 格 的 に 改造 する 


さて 、 パ ー フ ェクト グレ ー ド モデ ル を 説明 時 に 従っ て 、 素 組み 
で 組み 上 げ る と ころ か ら 、 お 了 寺 軽 な 作例 まで を 見 て きた わけ だ 
が 、 こ こ か ら は 、 い よい よ 大 幅 な 政和 若 を 加え た 作例 が 谷 場 する 。 
初 な 機 の デイ テー ル ア ッ プ は も ちろ ん 、 式 り 機 や 当 号 機 な ど へ 
の バリ エー ショ ン 居 開 も 紹介 する 。 
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<: NN33* 
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へ の か Aaoec ye ば 
WGPemrfcsws = ノン < 


で ト で mw 


エヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 
ルウ ンダ イ パー ラ ェ クト ク グレード モル 
製作 ・ 文 プ 岬 光 草 


[ 初 号機] 
作例 ( 左 頁 ) と 素 組み を 比較 する と わか る 通り 、 若 干 の 違い が ある だ 
け で 、 全 体 の プロ ポー ショ ン は 大 幅 に 変化 し て は いな い 。 キ ッ ト の 


プロ ポー ショ ン を 活か し た 結果 で ある 。 反面 、 細 か い 箇 所 に は いろ 
いろ と 手 が 入っ て いる 。 2 


で 


4 形状 その も の は 、 キ ッ ト の 持ち 味 を いか し て いる 頭 部 。 角 を シャ ー プ に する 、 ロ 
・ 顎 周り の 面 構成 を や り 直 す 等 で メリ ハリ を つけ て いる 


4 キッ ト の 下 ア ゴ は が っ ちり と 固定 され て い 
る た め 思 う よ う に 首 が 動か せな い 。 取り付け 
ピン を 一 つ 切 り 落 と し て や れ ば 写真 の よう に 
左右 に 動か せる 


人 上 半身 の 形状 に は ほ 
と ん と 差 は な い 。 胸 の 
丸 穴 な ど は 、 キ ッ ト の 
まま で は 少々 だ る い の 
で 、 き ちん と 彫り 直し 
て いる 


背中 部 分 。 細か い 場 滞 肌 ーー 
所 に も きっ ちり と ディ ie 謙 議 潤 議 全 ロ の 中 を 細か く 作 り 込 ん で いる 。 舌 も 自作 
テー ル を 追加 し て いる 和 織 いい “ 0 陣 譜 し て いる 
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初 号 機 の モデ ル が ある の な ら ば 、 や は り そ 「 | | 

の パリ エー ショ ン も 見 て みた いも の 。 と いう 

こと で 、 本 格 改 造作 例 の 第 弐 弾 は 式 号 機 。 製 

作 は 川崎 法 幸 氏 に よる 。 形 状 の 変化 に と ど ま 
ら ず 、 プ ブロ ポー ショ ン の 手直し 、 各 種 ギ ミッ 
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製作 ・ 文 ノ 川 崎 法 幸 


[弐号 機 ] 
初 号機 か ら 弐 号機 へ の 改造 の ポイ ント は 、 形 状 が 異な る 頭 部 ・ 肩 ・ 胸 
の 形状 変更 で ある 。 作 例 で は 、 こ の 部 分 を 新規 に 製作 し 、 キ ッ ト の 
パー ツ こ 換装 し て いる 。 また プロ ポー ショ ン が 若干 変更 され 、 マ ッ 
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R 届 ー 由 避 <m で も Ne で 公選 で で うり 装 仙 レ つ 
吉 倒 ^ 外 呈 ロ せ や ド さ へ 穫 H ロ ロー ロリ 丘 め る つ 
史 つ Qp で じゃ ” ヒ 憶 公 吟 GS レ " 選 ヤ て 
… 村 うっ レ た で 背 雷 つじ し うっ mm” く マー ミー 公 
< く 6 背 索 ” 届 玉 細 到 擬 ン SN0 つ で ロロ つ で 
H6n い S6 っ つや で " 

條 回 tihi ト ー へ mAN 公 む 生 ” 末 則 く ふ 
庫 さ さ で むし じゃ 公 ^ ぐつ で 心 S で ・ 詳 G 
HK ト G ャ ペー で さく で りく で 他 つ さ ざ 
レセ 
0 ウリ G く ー ト HH ヘー ペー 人 トミ 。 ト 
I ト 貼付 さ 思 唱 嘱 じ 准 各 人 S や つ で う せ て 
GS し ^ 邊 0 し っ し 昔 征 唱 或 つ 公 で し ち ゃ で" 
導 栓 の 時 QmEPG い で へ やや ロペ 球 で 半 証 
ミィ 直 記し ^ 細 辻 量り で ささ 抽 択 つれ つや 公 
所 所 G ま さくや | 押 癌 閣 つ し レン 0 っ" 


と 
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に ルー メ シー ゴ ー ョ ーッ 


EVA OO/O0 。 
BANDAI Perfect Crgde Aodel remodele ず 靖 
modeled by Koichi Agsumiyq [Atelier SAll 


初 号 機 、 弐 号機 と を くれ ば 。 や は ほり 続く の は 堆 号 機 で 
ある 。 パ ー フ ェクト グレ ー ド モデ ル の バリ ー エ ー シ ョ . 
ン 工 作 と し て 、 ア トリ エ 彩 の 増 宮 宏一 氏 が 零 号 機 と 零 
号機 改 を 製作 し た 。 零 号機 へ の 改造 を 実現 する た め に 
は 、 さ きき ほど の 式 号機 と 同じ <《。 頭 部 や 局 な ど 、 初 号 。。。==。。 
機 と の 外見 上 の 差異 を 再現 する こと に な る 。 こ の た め 


[ 零 号 機 ] 
や は り 肩 の 武器 庫 が な く な っ た こと が 、 初 号機 か ら の 最大 の 変更 点 で あろ う 。 そ の た め 非 常 
に すっ きり と し た イメ ー ジ と な っ て いる 。 形状 が 変わ っ た 頭 部 、 胸 、 肩 以外 で は 、 特 に プロ 
ポー ショ ン 等 は いじ っ て いな い 。 


++ 


[ 堆 号 機 改 ] 

肩 の 武器 庫 が 追加 され 、 他 の エヴァ と ほぼ 共通 の シル エッ ト に な っ た 。 
も ちろ ん 肩 の 形状 は 初 号機 の も の と は 異な る の で 、 キ ッ ト を ベー ス に 改 
造 を 行なっ て いる 。 そ の 他 に は 胸 の 形状 も 変更 し て いる 。 
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[ 参 号機 ] 
肩 、 胸 等 、 頭 部 以外 は 零 号 機 改 と ほとん ご 共通 の シル エッ ト を 持つ 。 
実際 作例 で は 、 肩 と 胸 の バー ツ は 零 号機 改 と 共有 し て いる 。 下 腕 は 
初 号機 キッ ト の パー ツ を 移植 し 、 動か すこ と が で きる 。 


】 共 、 
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バン ダイ パー フェ クト モデ ル 改 千 


製作 : 文 ノ 増 宮 宏 一 [アト リエ 彩 ] 


零 号 機 改 , 参 号機 


人 人 頭 部 は ポリ パテ ブロ ッ ク か ら 製 作 。 主 に LM・HG の 


形状 を 参考 に し て いる 


ン 零 号 


と 同 


くい が 、 計 


ーー 
ーー 


重 構造 と な か っ て いる 
エヴァ ン ゲ リオ 


4 ぁ 頭 部 上 の レン ズ に は 、 ウ ェ ー ブ の H ア イ 
ズ を 利用 。 反射 で わか り ( 


じ く 


ーー 


4 夫 号 機 と 零 号機 改 の 頭 部 は 塗装 以外 は 共通 


の も の 。 外見 上 の 効果 と し て 、 有 眼 の 部 分 の 色 
は 正面 と 横 か ら 見 た と き て 色 が 変わ る よう ( 


号機 
ジン が ウラ 


ポリ パテ て 製作 。 


ヽ ーー 


頭 部 も LM・HG や 設定 画 、 劇 


ほど と 出番 が 多く な か っ た た め 、 イ メー 


Ab 参 号機 の 
中 シー ン 等 を も と ( 
か み づ ら か っ た と か 


| SS 

折 正 し ゎ ” <《P 回 せ 記 峰 医 〇 っ ぐり) ビレ ド て 
へ ふく ミー トト H ヘ て ヘーー 由 さ 巡 敵 井 
つじ 受 ” 稚 叫 繋 GHh ト o の 手 昌 症 で し 誰 寺 つ 
5 4 人 3 公 の うう 心 。 ペド つや 
貼 へ つ SC し リリ で さ で で G し で で の 
っ 収 澤 も 公 ” 悪 夜 上 う つり へ ふく せ で 
SC レ う っ うじ" 寺 由 へ ロ で H む トリ ロバ で ビレ 
尽 S じ 中 如 細 玖 く で の うう 心 て や や る や ぜ ン で うっ 
G し 1c. js 人 S 日 愉 に ト や GpG% さ や さて 
衝 Rh さ うう で hYTH ト DU 掲 0OQ を で 記 
くぎ 心 公 款 下っ や で ぐ レ や で" 
田 條 | 思 玉 (Q 窒 遇 皿 

っ 巡 一 記 忠 酸 装 殿 陸 じ つ J で 7 HH か ト … う の) 
っ 心 公 ト KRG 四 や 公 尽 SS し 貴 時 で 刀 で 
セリ ン 6 公 で ひじ ち も "や で り 区 つじ へ 公 邊 
3 咽 由 り 避 め つや で く レ つ せ だ" 綻 画 盾 唱和 を 
い 刀 超 JMe7 忠 軸 SG ト さ ン で う ……| ? 日 
Ak ト そ で A や へ" 記 9 つ し 8「 PP 必 」 
レ R へ 人 穫 つ 思 全 KK 民 公 地 谷 で レビ | 
取 つ し つ ? や で で) ドル へ RG 6 心 じ 下 選 YO 
ぐ 到 担 ン JJ で GKKR 到 セリ リン ャ マハ 公 
レセ 守 邊 撮 着 人 S0 選 じ ぶ で Ne で レセ で 
っ 公 ペ や で ぶ 此 還 ) 下 圭 人 きっ で K… 
還 ト RHD い RU っ し 

や レ 條 回 Gj)G く 一 hHNー ヘ ユー 日 


ト へ や ユ ド へ (で さく 公 似 上 抽 く ませ っ ) し 人 


福 G コ ・ エ oOGHD ト 公 っ で SNeTNIh 由 
さ 豆 で 畑 ね で で GD 表 つじ し " お せ 日 ミ ( コ 
テ ・ エ の 緊 ) SG て で ロロ 多 堪 ト ペー ロリ 問 由 骨 
長 ぬ や レ ^ 素 寺 きめ さい モビ っ ン 環 
さい C レ っ js” 抽 忌 掲 居 ^ 表 夜半 し じ 軒 


中 Ge キミ テロ 寺本 会 で レ っ ぃ ey 昭 っ es" 


系 索 く ベー ハ 6W で Djp7 で) 心 調 咽 も ペ 
G 拓 択 G 玖 の 色色 会"? 
| EE で = 


本 中 繋 Q 手 り 稚 中 王寺 の 坦 東 EN0 だ 包 


上 証 志 U む で りり) で 軍 つ 公 で じじ か "や リ レ く 
ー^ ハ G 了 琵 舞 バー ミー 公 む さり ぜ ト イニ 日 深 
「 机 負 上 べ 職 」G 府 ユー ペーt@ 疾 v 帆 ロ 和 を 
いし ap で うっ ^ 有 叫 繋 G 軸 Q 唄 層 S” ) 由 トー 
ルー ふ 総 叫 柚 G 凌 静 せ 容 叶 2 私 ふ ロ うじ 
器 きっ 昧 綴 地 ド トー ポロ 8 還っ つつ) 
で 人 翼 下 こ トー” ヤマ SS 散 店 じ 悪 征 つ れつ 豆 
人 で” トト ー ミ に 私 N ( 凡 ト ー ド セー6h 店 羽 
擬 ン 守 \@ り 尽 ) で させ 所 と で で ビレ つ っ うつ 


4? 中 把 つ ン と と レ K 7 トド や へ じゃ 
画 避 

うり ご SS 本 岡江 選 剖 環 村 0SG 図 因 旧 
ws" je 和 本 。 コ 生 ・ エ OG 尽 叫 設 農 りく 
ー ト HNー ヘ ペーー6 隅 需 OGKw0 G 冊 


者 つ es” や G 玉 周 レビ コミ ・ エ の 6 秒 
中 ” 谷中 繋 G 層 時 ロコ ー つ " 亜 較 図 
さ う つつ 玉 " 本 マリン 引 二 全 で … の っ 人 


幅 所 WN ま ャ CK で 

や 中 回 図 型 りく ト 旭 舞 一 牌 ご つ 
レ っ es” 謡 恨 固 G 壁 め 得 うい で 0 で 
4 し 絢也 で 外さ 閉 短 保 や 的 折 つ で 
で Se マン 公 で パン 中 66 心 唱 環 で レ 
っ で Q で おじ し も 公 … い ーー で せ 密 で で で 
レ つ る 愉 公 で 

醍 中 枝 り いい っ し お 根 固 G 喉 mO も つく 
考 べ 人 うく 公 で レ っ ke で じゃ SI 必 K て ロ 
*C し 6 や 6 和夫 下 全 で) て ラン で ペレ う っ 
CE さだ や いく ここ 衝 4 さこ まく で くま の で く 0 だ て 
SGS し レ ^ エネ ペー 欠 う つじ し 赴く で ビレ う っ 二 ” 
y 較 下 喘 mmG さ へ 人 KK トロ ーmG エ トマ 
KGe 間 で し 選 除 つ レ っ ms で G せ 人 了 て 
SGS お ャ KS で し ば し じゃ 」)G う WO 6 和枝 心 
ー へ で G ヽ へ KG 示 りり U ト ミッ ペー ミネ 旭 誠 で" や 
GS 吉山 界 さ へ 人 K 和 個人 レ っ "で 
で リセ ht” 円 四 人 る で mRN0 押 環 で さじ" 
舞 公 .Q 中 NN トー ロリ で 交 一 に 昭 凌 
い レ へ 信じ も" 

稔 中 繋 G 悦 臣 や ^ ) で 交 選 生 人 拓 た リー 人 色 
ャ こく こ へ 尽 想 し 弱 三 臣下 邊 も く 人 中公 で 
トン 貼付 さ 癌 坦 皿 稚 叩 繋 G 和 を コテ ・ 
エ の 6 本 蘭 。 詳 恨 固 Gy 和 稚 捉 り 直 0 じ う 6 
セ ” つつ 光 只 ハ ー へ 公 る ささ ン ” 受 中 柚 6S) 
ャ ペー 公 公 時 半 も で じ っ さ う 6 じ " 反 括 つや 


つう 5 で の 環 め 拘 0 レ っ う GP レ ロ や 悪 む で 
才 M 、 
一 冠 ・ 距 トード >ー 

) 6 各 臣 つ じゃ 人 ペ 拓 の の ら の 外 G 幸 


恨 ) つ レベ ドー ミー ル ロ AS 日 じ 選 0 レ っ 豆 
り べ 論 多 コミ ・ エ の ミー ム 選 的 失 ロ つ じ レ う 
も " で 弄り Ni トー 6 二 人 で 
こく 目 6 人 で 示 さ し 舞 0 し じゃ で で し レボ 選 ” 更 選 
SE る で I 

画 紀 で 

畑 雷 G」 リ の 和 提 民 じ ” 暑 6 私 モ く 刷 短 ( 愉 
引く こ ふ や ot0 6 で つじ we” しゃ 凌 表 


48 


に 
る 
7 


テバ 


て 製作 し た 後 、 レ ジ 

る 。 関 

節 部 分 で は レジ ン の 地 
色 が 確認 で きる 


リノ パ 


新規 製作 し 


4 土 号 機 ( 改 ) の 腕 は 形状 と 塗装 を 重視 し 、 ポ リバ パテ に よる 固定 仕様 と し て 


いる 。 霊 号機 反 と の 共用 パー ツ ( 塗 装 の み 異な る ) で ある 


ー ツ を ポリ パテ を 盛り 
削り し て 形状 変更 し 


肩 と 武器 庫 は ポリ パ 
る 肩 部 分 は キッ ト の バ 


ー ツ の ジョ イン ト ( 


た パー ツ は ポ 
っ て 接続 され て い 


人 腕 な ど 、 
ン で 複製 し て い 


テ 


か け て は 、 初 号機 の も の を 移植 し て いる (塗装 は 


と も 可能 だ 


ーー 


*ー 


な っ て いな い )。 動 か す 


Ab 参 号 機 の ヒジ か ら 下 腕 ( 


行 


ぬ 屋 々 レ 有 *Q レ 「 交 ^ 男 べ 閉 レ ー。 更 
吾 目 還 じ 則 供 やど 」 の 公昭 ひし うっ 刀 で ^ 下 G 
還 国 間 玉 閉 Ci@ GU や 6 セリ ンジ ピリ) 御 レ 
つれ うつ ん で | 居り の 性 で Qt で 
う 持 仏 で QCK” 間 叫 計 訟 壮 レ ロ 壮 上 ペ ゴ 公 
むし つっ うつ | 半 や も く や 曜 於 閉じ kG 明 り 
SI トミ 一 ニー スズ ら 6 宮 りり の クキ や KW 
壮 い 如 心 合う うつ で で" 
画 族 地 

の o 手 りや p で で の 選 貴 皿 ロ 北 0 し ね ” 押 
名 G 肌 中 繋 品 也 つじ お ” 才 手 町 りつ じゃ て H 
ロー+ 舞 組 加 避 半 C 台 で 押 組 岬 二 さ へ 
へ や 咽 め ハエ キン トレ ぶっ うじ っ js” 則っ 答 
SS も お ドー で ゴロ リド で マー キ ふ ユニ トー トミ ー 
レ ハ ヘ ャ ント 選 くく で ビレ う っ 二 ” 工夫 人 愉 や ハミ 
て ニー6 ゴ リロ ト ー ユ ムー 則 ざ し も ” 路 
出 GG ぐ へ ミミ ニー むい ひい) 心 っ っ 凪 つじ ゃ も 


由 G 貞 P 王 部 や dd 手 て ミー て トミー オ 
た いて て る や る 咽 十 ト ー ユ トン 算 咽 じ 凌 さ * 


や で り ト ミー( 降 由 ) 各 長 S 下 へ レキ ント" 


的 叫 繋 直 垢 を て リート ミー ド 半 下台 ゴト 
Ih 和 て NN ハエ キー めく で レ っ jm" 

o 繋 つや XX ふつ 私 ふ び 堆 人 朴 で に 下さ 
こく こ 一 ぬう レ S で X 込 さ ド トー トマト へ ハ 称 
ぶ 舞う レ う 本 " リ )G ト で に へ ハ 。 さく 
3pIte さ っ うっ 帳 公 王 Ne@G じ ” 部 で 晶 甘 つじ 


に つつ 


沖 
当 き 
上 
SG 人 S 
析 3p 
N 
まま 
芝 畠 
に 
) 還 
中 且 
藤 立 


折 個 レア つ ” さ ・ 


っ 6 本 へ 必 さ 中 一 和 地 皿 te 衣 G 糧 棚 直 
りつ じゃ" 6 本 りり RU ドロ っ 学 條 で 
で 3 披 め ご 福 6 リリ レ ゼ 人 交 jw 本 公 。 尼 回 応 
本 名 幸 下 へ へ 出生 し と リ "まい 慰 ン 
うん に 理 G ヘ ミミ ーw 半 と の 紀 Jp 和 中 
お トリ が 公 さ う で レロ て レ つ で 心 公 "中 中 中 


hG と ヤ で や で トリ 一 巴 人 一 由 杉 隊 」 
G「 上 明 購 G 柄 枚 」G で 明 凡 公 十 じ っ っ 
くし も む め … や 6 媒 レ し ん ゼ ご 人 下 公 本 
征 ロ 貞 っ G じ 区 商 中 へ で GN0 ん と 責 で 
S や っ じゃ" 財 G 吉 じゃ 所 全 唱 細 外 く G 再 
JJSS0G レ "ミー ハト で 人 ロマ ーー 時 
ぬ 吉 いし 玉 で 記 H6 心 会 っ うっ レ つ で で ” ヤ で う ) 
拠っ 台中 レ ヤ Ge 型 G く ミー スリ 時 Ne の) 箇 っ 
っ D 班 本 Ne 記 全く 一 ハリ や うし つ で G レ 
性 棚 つ 心 全う うじ” SG に 下 6 ヘミ さく 
ー レ セリ で W う し む 3 竹 WW 画 各 避 
聞 移 。 褒 し 縛 索 全く も じ つ m で 刀 wW7 
Se 本 6 公 つ 公 和 と 6 し” Ne く ン っ 
レ S っ 8 心 和 っ うっ ピ つ や で" 

一 條 礼 

で ルン 人 讐 つつ "中 表 6 昧 上 財 し じ 公 
KK 招 で 選 む 人) に つら らら 慌て ロ トーG 凡 只 G 
ヽ へ ビレ じ 帳 で 屋 te 会 we つ で 7 

ヾ ぐ SS 論じ 嘱 届 届 性 層 中 ロ 記 く ル で レス っ te 
7 
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AA ぺい ャ テー て や ーー ャ ーー で ーー で で TYP で mーo テ アナ ーーー マヤ msn ーー ーー ここ "ーー ee マーーーーー ヤ ーーーーーーーー ーーーーーーー エ ャ mapAG 
の に バ f * - 


人 


て 吉 
7 を 


お る 呈 に 


<e 


いて 


の 


CHAPTER HI 


Modeler s 
Gallery 


キッ ト の 攻 造 、、 ズ クラッチ 。 ディル オラ マ に よる 入 ン ー ン の 
用 規 と 第 2 間 では! 新地 M アァ シゲ リオ シン 」 る チャ マ 
と し た モデ ラー 達 の 作品 を 紹介 する 。 本 上 半 の た め の 新 作 と 
ホビ ー ジ ャ パン 誌上 で 紹介 きれ た 作品 を あわ せ て 収録 し た 。 


EVA-O5 AASSPRODUCTION MODEL 
BANDAI Limited Aodel HG nonscqale plastic kit 
modeled by Shimon OGUAAA 


劇場 版 で の 大 きる させ 場 と な っ た エ ヴ ア 量産 
機 の 登場 。 ま ず は この 量産 機 の 作例 か ら 見 て 
いこ う 。 最 初 に 登場 見 する の は 小熊 し も ん 氏 に よ 
る 作 』 EnHo LM・ HG「 最終 入 作 位 」 上 を 使 
キッ ト を 活か す 方 向 で 製作 、 最 低 限 の 改造 て 
仕上 げ て いる 。 な お 小熊 氏 は 、 以 前 に 徹底 改 
造 し た 量産 機 も 製作 し て いる (本 書 に 収録 )。 
製作 コン セプト の 違い を 比較 し て みる の も 面 
日 い の で は な い だ ろ うか 。 
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エヴァ ン ゲ リオ ン 量 産 機 
バン タダ り 委 テッ ドモ デル 6 
ノン スケ ー ル プラ スチ ッ ク キ ッ ト 


本体 の み の と き は 少 
々 大 きく 感じ る 頭 部 も 、 
思 を 広げ る と バラ ン 
ス の と れ た ちょ うど よ 
い 大 き さ で ある と わか 
る 。 な お 、 巨 大 な 糞 は 
キッ ト 付 属 の も の で は 
な く 、 上 旧版 の キッ ト に 
付属 し た も の を 流用 し 
て 製作 し て いる 


大 きか な 頭 部 が 特徴 的 
な LM・HG 「 最 終戦 
仕様 」。 作 例 で は 若干 の 
プロ ポー ショ ン の 変更 
を 行ない 、 よ り 量 産 機 
らし い 体型 を 目指 し た 


製作 ・ 文 ノ 小 


全 ビ ピ 
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と ぶ ふく ら は き の 部 分 が ずい ぶん 


ヤ 脚 の バラ ンス は 


画 画 人 K り ね 不 
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ヘー て リロ KG 則 間 編 つじ 伸 祝 し じ も " 
一 押 話 束 填 へ KK 
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EVAOS 
MASS PRODUCTION MODEL 


BANDAI Limited AAodel HG nonscgle plgstic ki 
modeled by Shimon OGUA 


1997 年 春の 劇場 版 " ン ト 新 生 」 の 公開 と ほぼ 
時 を 同じ 《 し て 発売 され た 、 リ ミ テ ッ ド モデ 
ル HG 版 量産 機 。 タ イム リー な アイ テム が い 
ち 早 《 く キッ ト 化 され た 反面 、 従 来 の EVA シ 
リー ズ か ら の 流用 が 日 立つ な ど 、 プ ロボ ポ ボー シ 
ョ ン の 面 で は (高い 評価 を 得 た LM・HG シ 
リー ズ 妨 太 に ) 少々 残念 な キッ ト で も あっ た 。 
この キッ ト を プロ ボー ショ ン 面 か ら 役 底 的 に 
見 直し 、 改 造 を 加え た の が この 作例 。 量産 機 
の 持つ イメ ー ジ を 追求 し て いっ た 結果 、 が ら 
象 が 変わ っ て いる 。 改造 、 と いう より 


nb 


ほ フ ルス クラ ッ チ に 近い 小 信 し も ん 氏 の 力作 


で ある 。 


4 改造 に より 、 劇 的 に プ 
ロボ ーション は 変化 し た 。 
別物 と いっ て いい ほど 


ボリ バテ の 盛り 削り に 

よる 工作 が メイ ン 。 キッ 

ト を 改造 し た と いう より 、 
素材 と し て 使用 し た と い 

う の が 正しい 表現 か 


作例 で は 、 胴 の ブロ ッ ク 分 割 を 一 つ 増やし て いる 。 
キッ ト で は 一 体 に な っ て いる 胸部 と 胴 の 第 一 ブロ ッ 
ク を 切り 離し て 、 関 節 を 新造 し た 


マ 脚 全体 を 比較 。 胴 の 延長 に と も な い 、 股 間 の 位置 が 低く な 
っ て いる 。 モ モ 部 分 と スネ ・ ふ くら は き 部 分 の 長 さ の バラ ン 胃 / 生物 的 な 印象 を 与え る ノー 
ス が 変わ り 、 短 足 の イメ ー ジ が 強い マル 版 に 対し て 、 作 例 は 無 
上 > / ノ 問 " 月 \ 機 買 な イメ ー ジ で ある 
1 さ 1 下 < 胴 で は ー つ ー つ の プロ ッ 
ク を 設定 に 従っ て 形状 変更 
し た 。 キ ッ ト の も の より か 
な り サ イス が 増し 、 必 然 的 
に 胴 は 長く な っ た 


y 股間 は ディ テー ル 等 を 設定 通り の 形状 へ 。 突 起 部 分 は 大 型 
化し 、 鋭 く な っ た 。 モ モ の 部 分 も 設定 画 を 再現 し 、 大 幅 に 形 
が 変 代 し た 


3 2 和 
SM は oc 


ム 胸 部 で は 、 ワ キ に あたる 部 分 も 個別 に プロ ッ ク 化 し て 独立 可動 を させ て いる 
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人 “ 


か ら 流用 し た 可動 腕 を 差し 替え られ る よう に な 
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ee 


ONQOHa 


肩 の 部 分 の デカ ー ル は 作者 ムロ の 部 分 の ディ テー ル は あえ て 省略 。 
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レ っ 4 ひい) ニート H ふ ー ヘ ーー ロリ 測 
弄 っ mW つ で "Se 明記 G ま て ャ K レ ホン で 典 
層 避 裕 こ 記 半 西 G 珍 4 トミ で 曳 只 仙 で 
さや 環 疾 呈 さ きく へ IN の 7 所 さや で 選民 人 
で te 圭 四 公論 6G し ^ K よ トー ミ 堪 | 避 
し 直 む "正人 じ も 公 り ぐつ せ で で じ " 

中 柚 p 当 く 宮 医 じ も ” 中 較 哨 じ で モ ロモ 
ロリ 0 で し レ " ト KRhN ト へ せ G 公 堪 公 で で 
し tc. へ 昭 璧 ハー ヘビ セタ” ト I1X レ マネ 
ー 作 中 ww で っ さ 庄 の つ じ 忘 醒 じ oe で じ セ 
公 ^ 搬 謀 富 ロ で W 悦 陣 本 0 や ロ 骸 公 ン 
レー… う 人 公 愉 じ も "つつ 公 づつ" 各 
固 G-ih ド 選民 公 つ う の 昭 っ "へ 中 日 昌 一 
Am Ape や Ge し 邊 で し 愉 つ で | 
| 芋 宮 

* 衝 析 中 酸 人 る で ペレ っ wm” ⑯ 量 く 骨 
終 切 xyH く 目 し 芽 さ ^ 替 只 緊 の や うっ で 」)) レ 
量 GN ユ ーー 選 直 ご % も "や 6 怠 せ 嘩 舞 和 陸 
SSK ト ユー 本 っ で 公 で 拉 さ いち じ 応 本" 果 
ん 土 や モコ 上 ト 甘い 8 トミ ネツ ツ 英和 是 
つ レ モーK 四 恨 つ s” 窒 せ SG 「 湖 つじ を 
Ne 」G モ ーー 人 へ や へ 更 提 正 つ いで 「 専 む レ ー」) 
っ 心 コ ー テ リロ つじ ソ っ w" 可 中 球 公 交 で で 
+* で リル K せ へ へ へ 把 じ 陣 つつ で J) 凌 環 で " 
xx へり 包 四 K 一 ーー ャ ふつ に ト ハ さか て 届 天 
臣 ′ 黒 只 り やせ H 必 トト ー 塊 うつ" 

咽 揚 査 p 恥 叩 柚 人) 想 GH レ モーK 學 回 
相 ” 環 只 和 トー 和 二 っ ^ 革 ロ て ト 旭 
明 人 レト ミツ 壁 し 回 羽 つ %” 漂 員 じ 電 \e ズ 
p 区 副 坊 還 R 公 @G レ KKX レ し セ 6" 
トミ ッ 眉 WW 的 り セ いう ) 調 了 低 沢 じ 回 や 門人 尽 
つ P ぃ ne 記し つっ 公 "の 手 め | 骸 り 
井 we へ) 赴 半 咽 jp の 到 じ ちゃ つ 。 や で で で モー 
穫 A や Up 当 べ も 衣 叫 繋 癌 租 紀 つじ う te 
ャ ふ で 公 で | 性 で で 忌 ゴ モレ うっ も ” 山 ロ 
よむ G 到 や いひ レス っ te モハ や 論 革 G 下 革 本 世 
SG モ ー 穫 A へ SI ロリ つつ で て” 孤 叫 柚 り て 


で 上 表 G ふ ペー お 衰 革 じ ば 意 j6 ご 揚 公 で ビレ 
っ や < ぐ ( 忌 *e 王 尽 で で ロス の 公 ”。 臨 
性 公 硫 ロリ ロ さ で ポキ) 公 ” へ させ 正伸 
時 綻 愉 レキ さて 避 牙 で 貞 jp ふう 菅 軌 つ し 
レ ヘ ペー トド さ で 某 帝 つつ で ” 環 せ 納 上 人 
ん 人 雷 提 CG う )” 羽 リ ロコ ユーK 0 で 選 咽 坦 
窓 り や っ し っ neK ホ ロー ミ 午 会 牙 っ で し も 公 7 
揚 二 革 晶 尽く や ささ セ Ne 昌 革 し ゼ 咽 傾 洛 
志 欄 G ト まい AANKG で 会 十 定 SGP リリ) 
Qoo 協 外 つ し じ っ ” 和光 汎 計ら を マン " 
畑 球 り せ 抽 和 包 つ れつ "上 G 則 固 G ロー ミン 
16 IX 導 軟 で 伺 5 や く 公 "中 エ トー ミネ 
うつ うつ レ ド 介 ロロ う っ G レ や Ge つつ で 7 
咽 列 宙 も むく 々 レロ へ AAKG 舞 (ロコ リー) 屯 
や exJ で to0 ン SeG レ リ で せい 酸 G 東 " 
てこ ユ ロ ー へ AAW 地 や KO 撮 葉色 さ 
G 尼 民 塊 や | 堪 ロ 地 選 や % つ ざ で” 誤 や 揚 の 中 
癌 G 晴 和 旬 レ じい 薄 G り DD モレ うっ” 結 雷 せ 
問 環 民 トー6G そ 田 更 ト て ユー で Ne 賜 塊 皿 " 
壮 念 で 殺 幡 の 陳 柏 ボ 公 引っ 6 公 負 ボ レセ | 里 
葉 り や H ト 下 一 交 地 甘 ” へ や 舞 導 G ド 
I ト ー ゼ く 財 交 忌 っ 全 避 で G し "て ハロ 迷 革 
つも 公 ^ 問 環 正 尽 トー 公 花 四 人 ふさ ひつ 
CQG せ 谷 し も ” つ 公 つの 手刀 0 公 ロ 
K 僅 ” 中 上 さ くじ し 計 攻め や 失 6m「 包 お 
愉し RC 1 由 U COWS 共 つつ 人 で さ うつ を うら 」 
うろ っ 心 で むり 6 っ や も で ピ つ で 7 

a・ の ' 選 柚 せ 型 性 写り ば や で 8 罰 ざ レ 
っ ms" うっ う GS 撮 商 じ 陣 深 隊 う っ トマト トマ 
レセ 公選 咽 和 を OO 世 じ 選 ひ 0 ビレ う で U8 り 
ふさ つつ "1COGX ロ スト ミツ つ ド 関 
取り 軍人 トミ や うう 昭 っ "所 咽 
^ コ 受 ・ エ ウホ ャ KGI ト TKIih ド リリ リリ 6 
5 KG 人 トミ さ 巡 思 ま くせ で むし じゃ で 羽 党 
も 0 や い @) ヤ で 明り せ 机 唐 層 せ さっ う パ で ぐ じ セ " 
マーK や mo お YKG 状 天 く を さ 必 長 日 つ 
JpG* 王家 せい か トート AN ベー へ で 芋 
ヘー の や ヘー 押 臣 つつ 7 で せ む ビレ 
中臣 や 公 信 ひ ビレ つ で 6 し" で 幅 で 
団 の つつ レ せ 衝 せ さ ベー 所 隊 っ Wes 


LO 
( 〇 


# 「 最 後 の 敵 は や は り 人 間 だ つた ・…」。 出 場 版 
で 時 「Air, で は 年 Nerv 対 戦略 自衛 隊 の 血みどろ 
] Do の 戦 W が 描か れ た 。 そ の 戦 目 を メイ ン の テ 
ー マ と じ て 伺 勝 秀 司 氏 が 製作 し た の が 、 今 回 

の デ ヂ オフ ラマ で ある 。 証 ヴ アァ ア や メイ ン 完 て フ 

デー 。 クタ ー は 登場 し て いな いい 珍 し い 作 本 と な っ た 
2 ] ノ 2 | が 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リ オ ン 」 の 魅力 の 一 つ 
、 和 で ある ミリ タリ 一 覧 素 を 表現 し た -- 作 で あ り 、 

〆 


4 滑 還 ミリ タリ ー モ デラ ー と し て も 普 名 な 作 攻 の 腕 
d 業 9 が 活か され た 作品 と な っ て いる 。 


ーー ンー ーー 


Tacticql Self-Force 
the diorama 馬 by Hideki SHIAAWAKI 


土手 や 道路 は スチ レン ボー ド て 製作 し 、 
茂み に は 鉄道 模型 用 の ライ ケン を 使用 


人 ム 全 景 。1:35 ス ケー ル で 製作 され て お り 、 幅 約 60cm、 高 さ は 約 30cm 
ミサ イル 車両 に は 、 上 海 ド ラゴン 製 の キ 


ッ ト を 使用 し 


人 細か い 部 分 の ディ テー ル は 、 ほ ぼ キ ッ ト の まま だ た カ 
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「 括 剖 相 肖 任 へ ① レ 6 や で に 下台 っ 
で 」 う 人 ペ 祝 届 拓 届 っ 居 電 選 じ う で し うっ 
で 交 拓 中 Ko) けさ で レ つ うつ 

も レヒ ッ 刀 政 固 避 咽 つ レ "HK トロ せ 土 球 
RHG0n6406S 由 暴 公 敵 只 つ % 屋 全 ロー ふ 
ー で さっ くさ で で で ぐだ 括 態 繋 之 H い ト 淫 

む 忘 つじ し” 型 G ゆ くう や 下 胡 井村 t 


JpG ふ っ) 公 6 り で で で で 届 慌 淫 喉 tO 遇 
忠誠 の つじ し 瑞 叶 つ し っ も "で や 日 か ト う ) 
っ 心 門 喉 玖 RG | 回 GS レ つ ゃ で" 軸 *w 
ヒッ > 区 | 回 由 届 し SG ホ せ H ミ 人 局 骨 生 Ne 民生 
各個 ^ 剖 、 じ 認 せ wm 必 押 国 避 可 で me つ ? 避 
選手 局 お 5 尼 括 己 G 央 揚 公 半 全 し じゃ” で 
いつ や 半 二 思 細 党首 R 帰 己 じ 谷 %s" 
や で 選 「 や つ G 癌 下 」 じ 敵 具 Y り や の )) り で 
レコ )6 赴 棚 会 球 財 綴 G 世 性 戦 OO つ ー 
INh セ し 癒 Ne の う 愉 公会 抽 で 皿 人 当 AG 
S レ ン k@ で モレ ちゃ "SG やつ 6 恋 環 ぶせ 7 
に 生 手 局 杖 加 Gー ら の 加 の 社区 コー 
Qo み 直り 午 環 つ し っ ぃ t@ うし も 公 ) で 
46( 下 革 捉 や 軸 で で で ビレ っ ke レ つ や 心 公 ) 
革 表 ロ 旧 陣 " 民生 洛 局 S 交 時 く で 台 う っ 加 拍 
G 湯 下 ー ら の の 坦 各 柚 6 公 刀 條 中 で 
へ も で や で や せ 公 で し レセ“ 

けり 齋 固 選 じ せ 想 幸 G 曽 十 m 引 党 公 塊 甘 つ 
レ っ ぃ @6o 選 宮 薄 公 司 公 NINO レ も 公 や で 
66 珍 つじ っ ms?" TAIN 閥 玉 xIhG 表 固 
呈 じ ン ぃ @ o 艇 下 局 じ し" 
較 /// む て ID ハハ 中 キー 

))G 司 恒 公 瑞 只 も Ne ヘー へ 人 赴 宮 つじ 疲 
ぐ や 陸 箇 や” 所 霞 じ 半 で 「 恨 旭 G せ て 
キー ヽ 」 へ 環 つき に KKR( 訪 中 繋 ) 公 略 調 称 
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斑 Q 二 生じ っ ne ヘー ハロ 寺 NepG 刀 公 で 
しわ 

7 む そ さ 必 へ 中 キー ユ 公武 さ リ 提 公 で 
じ っ 公 中 條 さ う SC DGG や で マン" 
テ い に の 和 芝 ココ と の う ) う 心 局 尻 じ も ね? 中 局 ゼ 米 
瑞 結 じ " 下 G 舞 電導 四 レ じゃ 域 攻 Y0 で me つ J り 
輸 境 上 尾 G 寺 十 相 肖 りゃ る 圭 レ せ 交 6 
に も (た ここ 

叶 和 ht DS ビレ ゼ ^ 本 時 INT へ 守 G 
せ 人 テー 地 中 *" ベース 加 会 や じゃ ポン ” NT 
キーン 世 さ G 販 やら) 抽 つ 対称 区 上 唱 肖 で nt 
ロー ハエ KSpG し も ? 栓 GS トド ま で へ り 
で で で も” や Ge6 思 玲 つ 台 全 に トロ ハー て 
SA ル ヘ ハル く ヘ ミー 刀 む 3 人 Nh 誤 じ 理 祥 〇 e 
つ ? セー キハ ふ ぜ ヽ ふ トト ドー ミリ ント 


Ns ね 


一 [いで 守 HK 

地 電 GS 一 : の 2 さ ふ ユー ト で 生日 に 和 抱 へ 
つじ し ” HH モ く 貞 衝 ユ さく トト 居 組 0 レ ヤ で で つ 
ン 閥 さ W" 刀 因 つつ" 胡 衣 mmG 握 想 で 刀 民 
っ へ り 所 レ ろう 豆 ンジ) っ 心 補 そ ヘー ゼ や 衝 
や や も で" ロー ふさ や つ し っ ne? 中 人工 
3q 加 じ 換 G6^ 蘭 軍 全 で 公 で 志 説 で ビレ 
$ 半 豆 G さ eSG TK 下 ロ ロー レセ 
較 ご 一 

吐 太 し で で で さっ うめ 昭 っ も 公 。 他 )) 
SG を を 呈 察 世 四 つ 聡 堪 る で や 咽 で で N9+6 届 
り て NG 午 貴 で 要り の 相 で 率 や Ke の 忠 問 4 
導 革 紀 < 民 つじ され 本 "コリ 6 拓 民 ロ 囚 
S「 亡 坦 選 H や ト 」 居 昌 っ し じ 没 C 公 で 訟 信 で を 
「 | で 際 回 時 で 避難 つ 人 Se 本 

や 6 午 貴 ま K 下 さ へ へ ーー6 屋 紀 ま し" 拒 


道路 表示 


ム ア ク セン ト と し て 書か れ た 


ぶせ 癌 珈 括 GO テー<G 届 マハ じじ セ " 
ペ 操 や や 6 ね セリ り ) っ 路 加 舞 由 つじ 交 で レ ” ハ 
スト KS トト て RI トド ロリ ロゼ) 后 y さ う 稚 つの し 
つ 豆 会” 苦 時 答 選 人 で 表 っ 由 り 倒 也 で 
過 座 選 う し 走 忌 とせ や 6 所 甘 つ し 人 ご 
6 

ドー ヘー さ ゼ ぜ 療 土 N 閥 さよ トト 繋 くく キャ 
ロー トド ー ス ド 礼 謀 " 玉 ミ て リロ せい ロー ト 
GS と スマ トー テー レセ” も レコ リリ SG つ で で 環 羽 さ 
ppGne 豆 6 想 際 和 飛天 本 NG で | 暴 で 
G レ ^ つつ 36 記 6RxXI ト DX 人 キーW 地 で 
じ 加 り 中 つつ Ws" 導 打 8 居 村人 つっ で じ セ 


公 ^ や で り や 屋 箇 さ や 化 模 避 計 0 し じ う で や 


画 に て や 尼 公 G 悪 深 押 せ ) 昭 レン Ste レ つ 


tn” や G 揚 隊 " 玉 っ 舞 問 織 G 環 Mt6 5“ 


憧 IRG | 暴 G 貢 周 如 G 了 環 じ ” 缶 侯 や で じ で 
和博 ン 筐 や で 過 ロロ 敵 0 し 決 つ 必 つ で 
に 四 Gi ト ヾ Kih 野 し じゃ" 双 G 図 臣 や や 
G せ 札 渦 司 無 起 任 ね で 時 KRI ト ー ロ コリ ー つ 6 
つめ? 

ト ふ や ヘー て つじ” 無し で で 刀匠 っ 陸 崩 
で 避 性 福 因 つじ まつ 7 際 計 )) 生 押 7 
察 革 ゃ p 郁 議 り 洋 只 つ し っ epG し も "パン 
で NeJ「 欧 の 執 骨 民 世 加 」 り 「 結 」) 控 郊 *0 も で 
レ っ hs? 区 の 拉 翼 選民 せ 宮口 明 押 SN で や ) 
や つ し レ つ で 全 で レビ つ ゃ で GS くせ 机 
Tk や じゃ" 」)6 江 S 扱 く U ル 公 ふ し まで ビレ 
Jp で っ うつ? 6 玉 昌 HKGI ト TK ドル ゼ ふ 
ャ て ミ 届 くさ や 遇 下 宙 し 表 S さ む で で さ ご 
や も で く G レ っ CO や 者 吉 り SC し レ う っ も" 手 
剛 も で 7 で や 人 S さ 公 和 で " 
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劇場 版 か ら 、 弐 号 


記 ジ を 製作 し て ぉ り 


2 


9 ーーーーーーーーーー: 


gi 還 
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me の 
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ックス し て 使用 


に う 
に 
>、 


4 顔 に ささ っ た ロン ギ ヌ ス の 槍 は 、LM・HG に 付属 する も の 。 零 号機 婦 な ど に 付属 す 
る 短め の も の と 量産 機 最終 決戦 仕様 に 付属 する 大 型 の も の を 


ム 量産 機 が 埋もれ る ベース 。 お どろ お どろ し しい 雰 囲 気 を 目指 し た Ye 


量産 機 に もち LM・HG を 使用 し て いる 


| IE 

H い ト ハ ふつ へ ハ 栓 吟 皿 『 THE END OF EV 
ANGELION」G く 柚 李 や ー の の に 吐 に 工 7 
や 軍 振 絡 中 り 民 昨 和 耳 " 瑞 陵 二 選 7『 く 
> テー ドル へ @ の ロリ ハハ 」6 誤 中 や 中 つ G 咽 り 
に で で で で やる” 編 軒 1 日 手 閉 し 6 谷 つっ KK 
よ 人 ロー ミネ う ) で の ” 選 民 加 レゴ ヨ 田町 肌 y 
控 ⑪C し 嗜 舎 し 咽 給 '『 く トー ドル ハー」 6 問 
中 じゃ や 「 で w で 0 て て ドル へ し 具 っ 
いり 」 さ ペレ HH を で や っ ne?" や G 届 
モト ミリ ロリ 下 HAN て へ ” 和 りや うつ で や て ヘ 
し 葛 ke" | べく 員 で 謀 伴 中 公 や Ne 刀 包 交 で 
し じ ” 6 朝 黄 や きっ" 

H ト 6G 抽 中 で 藤 m) 相 へ 記 G1R 度 し じ 
上 GS で で 7 軍 々 や KT 注 叶 4 し Se 恥 
N 記 KR 只 < く ” 除 世 で 遇 し っ ne 黙っ で うっ 
し SNe” 十 各 区 刀 " 喘 せ 均 玲 忠 G 軒 想 
詞 レ めで う で うっ 旨 GK 笠 11K ド 一 
て ロリ 馬 めで で て さや tG 公 。 称 会 じ 里 栓 人 
で Ne へ 私 下 へ へ で 各 悪 り 記 We で kt” 上 
瑞 柚 G 誤 療 衛 りく で で で 人 GS つ ぐふ さき さ ヘ 
ふさ ハ 上 で 回 で Ke 記 " 躍 強 で 則 由 し 昌 
壇 回 公 褒 つ Sn@” 層 に 半 レ し せ O_ 層 G 娠 
SHD ト G 窒 侵攻 如 堪 レス っ ぃ ke" トー へ ハ 環 
じゃ 民 器 半 層 し 「 失 語 民 地 トー や 」 公 で 
公 で ビレ っ ぃ の"「N 只 お 判 G 革 HH ト | 外 和 も 」 

で 過 で 型 球 GHh ト 中 り wo RG 
品 ) 表 回 つ ^ 州 理 宮 口論 っ CO? 多 挫 世 G 振 
加 つ 6 ぎ G 皇 中 4 誠二"「 さ ペー 上 
Gt で 6 本 貢 人 0 で 全う っ で つじ っ ne レ ゼ ば で 
っ し も で Sー」 シレ ビッ ー く ーー で 記し SO 
一 過小 GHDF ト 壮 豆 

りう 心 で む じ ec 隆 ら 環 庄 し も "「O 交 
で 訳 串 繋 填 xe 和 ” 疾 座 シレ ホ キミ SG ツ お ヤミ 
キキ エム 邊 之 で 公 で 企 務 8 訳 中 繋 庫 帳 7 
お ミキ せ エ 公 中 央 」 う の 昭 で ビレ っ ぃ 6 っ )” 町 公 
「 ヤ で や p う うし じゃ むふ) 思 固 舞 り つつ 1 心 
+6」 っ )「 6 で や 和 ーー コロ)G 民 ユ 前 に K 下 公 
抽 つ Q や くさ リ っ ペー へ ヘ へ ぬ 赴 で の) う で 6G 人 で 
ー」 う 限っ つつ 公 ) 史 交 で we じ 共 で レ つ 
6 っ 6 つの 

hm 繋 り 塊 医 つ 選 GG" てく へ 私 そ GS ユ の トト 
か ンー 出 條 ミエ の 企 回 や NN ロ モー へ mAGK 
環 G 倒 屯 選 さ で し うっ や も" 刀 刀 つつ 克 時 ゼ 
鶴 只 甲 G 説 人 で や レヒ 時 GN ユ ーー 巡 路 


ご 本 N@ 肛 公 和 NeG” 悪 骸 区 准 レ 「 岩 般 
上 湯 さも で で 量 G 人 つ 和 軒 楓 村 \@J 
人 SH せく 小 に 相 赴 つ レ う っ "7 

っ や 半 轄 呈 ke 人 る りや る つ 由 < 
で し レ っ " 

ロ ハ \ せ AKG 押 で や コテ ・ エ の 6G 咽 舞 柚 喧 
内 癖 選 据 りく で し っ te@ 半 融 て 一 私 還 へ の 訳 中 
設 さ つう りく ひし レス っ t6@ 時 人 6 ミー 和 AN 旭 の 人 
ヽ ふく つ し 坦 ら je つ J” 舞 G 揚 GB で 6 和夫 中 せ 
咽 環 柚 ロ で で し っ 6 訳 叫 繋 6 時 4 く で 
や じ ′ 昭 っ で C 屋 ご 中 衣 人 つじ 所 四 " 己 Q 唱 郁 
旨 民 む 記 相 8” 害さ も うっ 指 号 GTNIRK 下 
^ ふ 公 で で QGP し ^ 衣 串 葵 臣 くい 0 し っ ぃ 6 
JpGW 枯 うつ 

凌 地 や うつ C や 6 で SN へ や 担 淫 GSHD 
トト Rhー や トー て 移 協 医 " 舞 で XX 込 トー6 
か ロ へ 人 K リ つじ し 愉 j つ 7? 

im 中 繋 パ 慌 裕 つ 豆 公 " や で で や tG@4L… 
路 慌 澄 じ ” 吉 澤 事 G 様 レ … つ ペー 公 つ じ 玖 
6 人 で うり で p 赴 人 つじ 定例 や 生 つい で 
ン さ ごう)6 や も で "で や ふく) 選 世 刊 め 概 レ 
KT 人 AH 較 り 志和 Et の りつ も" 久 来 
両 GN ト へ 和 ふ ハ ー マ IhKー さ ー ふ ー6 量 ^ 
NIh へ ふ ・h 必 や 人 公 AGGDAN3G い つう て 
INK て 6 や で で で 赴 西 名 赴 さ 記 うう の 昭 0 レビ う や 
S じ セ " 時々 Jte 咽 環 酸 で 叫 ロロ 装い 訳 m 
誤 ” 下 中 選評 くつ を さき うに KR を で " 

や ) くじ" 咽 環 繋 で 電 基 し の 終っ 
つ 刀 公 で | 無 誠 む を で 式 款 つう で の し の 
eo 壮 誰 居 居 則 つ し うっ ” 台 刀 つ 還 | 攻め 
| じ や で "16Ne6Neeo 手 KRG サ トー 巡 地 
い 刀 で むし ゃ せ 交 さや お で" て そ へ の) つじ し 叫 閉 
い | 終 品 暗 楽 癖 芋 拉 6G コミ ・ エ の じじ 媒 せ 嘱 
りり 交 己 1 で ロー 私 mA し で レ う っ js 
部 坦 @ 刀 SG 長 H つ を 本 0 お 7 TNIRK 下 私 必 芝 
品 人 や っ 中 代 っ ゆで 剛 固 全 失 Net レセ" 
恒 く 一 私 せ 走 半 款 叶 ト NG 豆 S。 型 翌 さ つ 
レ ュ ヽ 込 へ 口 肌 * 悪 WC レ っ mw" 
| NEWESE0 
も し "人 回 jp で し 記 GHT ト 束 せ 紫 で 
NG で っ 和 抽 選 " 太 査 0 で 刀 り 人 トド ハ ユー 
K 刀 で し 競り 揚 wG つ 公 仙 の 刀 つ を で 
っ で "6 刀 つぐ ン ゼ 和信 te ヤー 
で 玖 り 結 年 攻 G mo の で HH か ト G 上 出 く ユ 
らら う で を ロー や ヘー トミ くく し つ ゃ " 


ト へ 


に 


の 組み 人 わこ 
際 に 7 


弐号 機 再 機動 


ディ オラ マ 製 作 ・ 文 / 島 脇 秀樹 


ベー ス 底 面 の 大 き さ 
は 30cmX40cm。 作例 の 
全高 は 約 20cm。 鎧 の 全 
長 は 約 50cm で ある 。 

ぁ 弐号 機 の 復活 シー ン 
か ら 、 エ ヴァ の パワ ー 
を 見 せつ けた 軍艦 の リ 
フ テ ィ ング を 選択 し 立 
体 化し た 

る 自重 て 艦 に 生じ た ひ 
ひび 割れ は 、 キ ッ ト に 切 
れ 目 を 入れ た 後に 手 で 
押し 割っ て 再現 し た 
水面 は 粘土 (ラド ー 
ル ) て 造型 し 塗装 。 水 
柱 は 透明 プラ 板 エ ポ 
キシ 系 接 落 剤 で 製作 し 
て いる 


ムリ フト され た 艦 に は 、 作 者 が 最 
・ ス プル ー ア ンス 級 を 使用 し た 


。 ーー こ ここ 


も イメ ー ジ が 近い と 


感じ た 、 


ドラ ゴン 製 1:350 艦 艇 モデ ル の 米 駆逐 艦 


| 


直し て いる 。 キ ッ ト と 比較 し て 、 か な ! 


り 太 め の ラ イン と な っ つて いる 


| 


腕 も エボ バテ を 使っ て 自作 し て いる 。 ! 
手首 の み LM・HG の バル ディ エル か | 


に 


切断 。2 5mm の 幅 増 し 


は 何 も つ け て いな い 


ら 流用 し て いる 。 劇場 版 の デザ イン ( 


胴体 部 分 は 、 エ ボ ポ パ テ て 完全 に 作り 
準じ 、 下 腕 ( 


と は 、 全 体 の シル エッ ト が 異な る た め ボ ディ 
綻 長 の Eh 象 を 持た せ て いる 


ぁ 弐 号機 に は は バン ダイ LM・HG を 使用 。T 
ン の 改修 を 行か な っ て いる 


< 肩 は キッ ト の パー ツ の 片側 の み を 使用 。 ポ リ パ 
テ の 盛り 削り に よっ て か な り 薄 い シ ル エ ッ ト と な 


っ て いる 。 肩 へ の 接続 は 真 欠 線 で 行なっ て いる 


A 頭 部 は 目 と 目 の 間 で 上 下 ( 


を 行ない 、 


SSS3P 


NII む 穴 界 加 人 QA KRG 下 バー ヘレ 
Be34^ 豪 固 艇 し 尽 人 し リリ G 著 回 皿 Jo? 


「 多 仙 四 人 相 せ )G ヘ ペー へ 巡 邊 Ne AO で TS 」 
> 芋 GiG 也 む 避 男 うつ て ひで 役人 公 つや G 
し (や で で の 棚 人 7 

りり) で W 症 で し っ ne 親 上 せ 環 記 全う くう で 
ン ” 吾 固 避暑 し じ 握 we 刀 エ ネー 込 じ 球 征 つ し っ 
むね" 情 償 還 引 り さい し レト IX 想 継 公 入 
ご 揚 SG 公 晶 つ AS で じ も で ? 
田 訳 路 設 

く へ ふ ャ G コ テ ・ エ の 堪 つ じ 宮 征 ” つ 
で で つ ′ 各 固 呈し 各 如 訳 中 繋 じ ドレ ヒッ > 緊 ) 公 
ざさ て ペー 作 尺 購 0 レ し っ ne くし も で ? 二葉 
じ 温 公 県 っ 将 困 療 演 " 太 wW レ ヒ 野 GN ヘ ーー 


人 S さ ン ” 凡 ト ー ト ドー( 選 四 人 骨 貴 過 む )) ゼ 
遇 ン レ 軸 揚 品 擬 ン ” 押せ 中 っ ? 刀 む 人 ) ) で で 
)) で SS で っ っ う 6 じ "回 G 尽 で や 
豆 6 下 下 そ へ 旭 軍 さ くじ で つ ? 


ME EKI た りく とく 
固 恨 ミーK じ 陣 選 症 で きむ で きっ うむ や 


型 衝 6 c 昼 緒 員 G 是 罰 列 HH 記 くせ 
ーー へ 届 舞 や Ne@t で リロ つ し 宗 征 つも? 
ヒ 半 東 や り も む 公 で に 公 さ うじ 語 還 G 上 時 
っ 王 振 乱 NH く トロ 上 肌 * 都 t 台 型 6 圭 公 
て je6 芝 で レ う ね ? 杏 革 し 8 で CS) 媒 ン 
共 り 也 公 で し うっ QG じ も 公 ^ 打 諾 つじ 6 中 
閉 wow 提 vo しり 中 レロ ? 堅 手 日 モ て 上 トロ 
_tem を レー 公 さ で SS り 症 さ つつ ? SS 
や せ 公 っ *<( 記 うっ し" H ト 3 時 っ っ 
ャ ペー 作 公 還 っ うく レセ 公 ” 衣 恨 固め) で ン 
ぐう 胡 S び 刀 つ | 下 征 押 G ャ ペー 衝 8 生 で 
の で く つの を で さ う 公 さ で 

還 や "サトー レ ゼ に 区 経 さ モーK ぬ で わ 
Ne 過信 で やめ H く トレ に 想 赴 つ 屋 7) で 
や 則 咽 表 明 め 控 で し っ s" 0 レレ” キー 
中 トー セー 記 信 つじ し 壮 ぐ し っ he マリ ロ せ で る 
Ke ウ つる 心 公 還 め 二 ロ 回 や せ に 和 *o6 
ヒビ > レキ 必 担っ 刀 ヘ ペー へ や p 構 合唱 提 つ 
公 ” 嘩 トー ドー ゼ 租 品 二 臣 っ し っ 避 時 心 公 
で いっ うふ 還 ズ 豆 品 略 心 G レ ^ も む 個 つじ 
っ "| 由 ト ー ド セー ゼ や トー で G く ー 和 へ 政 悪 
J む 覇 うく ト 旭 遂 ひ し で 擬 ン と 直 で 
J で し じゃ ち S” 咽 洋 りり SNihG 堪 ( 條 で 6) くう) 
飯 さ fe や くし つ ? NG ロー ミ テ 3 日 守 
く 由 に じ 共 で C じ っ? 臣 く G 坦 志 や "和枝 ト 
ー ド 一 め 和 や て 6 十 人 記 さ ビ 神宮 り 中 筑 つ ^ 
6 懲悪 由 G で w 酸 緒 員 GJ へ し 当る 
レ 人 で" 福 英 弓 C 宮 興 舞 村 te) し 選 さ 
い レ うっ 二 " 

措 や ” 穴 せ G で や で ロ 忠 mmG 因 腸 公 円 固 公 で 
咽 じ 円 民 普 Se6 で 7 還 共 避 mmG 画 し 
ヒロ リロ 1 中 息 つ " K マ ー ネ ホー も くし ご 馬 吾 
間 つ つじ うっ ws” GS 押 G 革 也 N ロ 私 N) 
叶っ や 尼 財 押 や コ 生 ・ エ の くさ トト で H ミ 公 
や で 振 甘 つ れつ で 

凌 幸 ふ へ や 掲 背 GHh ト RI トー や トー 旭 
や 1 地 甘 つじ うっ " ヒ 量 需 G 晶 っ 堪 
や せ サトーG ミ ーー ペー に K つ じ 漠 和 ぬ 屋 ご 王 
つ 如 人 トド ー ミ (ふさ トト ドー ミ 短 ご 細 到 つ 
Qp で ) 届 良 6 つ で 


T へ 強 G 一 


画 肛 弟 

代 選 NN ロ ハ ヘーE6 フ 正 疲 りつ で や 中 うじ っ 
陣 遇 " 時 公 っ 画 計 叶う 公 さ うし じゃ ち 公 " 
を ミト h 員 記 中 村 Ne 菜 習 想 連 倍 GS に で 
さや つ ン や 臣 | 羅 GpG や へ) 昭 で で 必 ” 貴 
HG 時 二 札 塞 手相 遇 め 所 甘 や で きっ うふ 
二 婁 つ 選 GSG し も 公 ^ KK トー ミネ 豆 唱 中 で キャ 
て 公夫 や も で" し ^ 下 叫 嗣 く GS と Ih 
・ の op ご 六 款 賠 除 対 調 ・K ト 
ミー ト ハ KK 羅 じ ゎ ” 寺 mmG 半 痛 斉 和 ざく ビ し 公 
ささ 胡 忠 G し も 公 ^ コミ ・ エ oOGim 奏 り 
* 下心 OKW0 レ や ち つ ^ ハミ H 和 ミー や p き レ 
っ 16" 

人 計 りや サー ロリ や ” 詞 林 基 じ くさ ミ く KK く 
( 元 甘 席 じ っ で 向 球 調 押 の) 居 和 と 臣 中 
つ 刀 も ぐさ く ハト ー 人 公介 N9G レ 公表 固 
じゃ 寺 記 we や で く レ つ J7 で せ 情 ご 政 で 
"区 日 く 上 トレ 野人 で し うっ ” 皿 由 し 素 で 
た む 選 許 ミー レ 必 で で) 尽 で mm 
く で し レ S で ^ 貴 レ コス さ こう 記 W 培 ン パ リロ 
つじ 素 さ mw つつ 5 ZiNTA し ゃ 中 補 G キ トー 
S さ GE 詳 計 77K や 拘 で 上 さ セタ NeG し も 公 人 で 
回 や 居 ロリ や 必 り 思 ぐ じ う っ? 

較 ご 一 < 

基 固 せ 間 填 (( ト h ト ーー ミ ) じ 府 丈 直さ” 層 回 せ 
臣 つ 選 填 送 じ 吉 人 つ し く G で で リロ つ 刀 や 
GS 必 虹 北 つじ し 選 回 本 で ぐ 公 DD つ 本 "や 6 
下 " ふ へ や 担 閉 丈 穫 トー6 医 町 トミ ー” で 
ユ ヘー ハ う JH スミ テー ヘ ユー ハハ 唄 岬 つ や 6 
し 桂 刺 つ "や 6 人 で へ ルキ HH トミ G ふ ユ 
トー 選 下 避 虹 閉 つじ 舞 回 G 両 政信 和 の 
て 選 寺 つじ うっ 7 

所 G ゃ で ぐ へ で 式 6 堪 さ で” っ 両 孔 INIh 四 
尽 さ つじ し 琵 舞 つ ^ 憐 固 %H せ ハハ 表 舞 写し 
要 い し 局 陣 つつ ? SG 6 素直 し じ 率 
He レビ う nA6 っ 中 で で 公共 レセ 公証 繋 * 
編 骨 区 | レ 下 で C し っ も G し ^ 糧 全 さ ン しょ 
り ヽ Jp つも で く ” 里 公 唱 灯 細 けり で さ で し っ 
忌 … 選 り 基 6 選 除 り 押 0JG お " 山 享 
Ih ヘ ホー” ふさ トー モ ヘ ハー 折っ 細 計 名 叶 負 
3H モ へ ハ 英 舞 症 さり し 

ふ ャ て ー ミ トペ ーー 心 っ 愉 必 くさ 蘭 年 
性 衣 ロ つじ っ ne@ 恨 て ロ 間 CO し ゃ で っ うつ? 
4 し "うう 本 で で さり Q を で くう) 押 で 
うう 人 到 で 公 で 6 し 仙 回 を で の の や るり 
oe し | 取 つ うう で 和 さしも? で ビレ お ? 


Stofue of Goddess [ 
& Kaqworu Nagisq 敵 


nonscole scrofch builf に 
modeled by Taqkoji YAAADA 


春の 夏 の 2 回 に 渡っ て 劇場 公開 され た 『 断 湊 
世紀 エヴァ ン 巡 リオ ン j. 看 の 劇場 肖 は 、T V 衣 
導 作 の !R BEB 肛 四 RIH 上 HB 請 冶 ( 夏 の 劇場 版 第 25 に 4 6 
話 『 Ai r」 の 一 部 に あたる ) の 一 部 構成 で 公 
開 さ れ た 。 そ の EATHH 記 の ラス ト で 、 
スタ ッ フ ロー ル と と お 胡 登 募 た の が 、 こ の 
読 の 像 で ある 。 そ の 正体 を め 《⑯ つ <W。 ファ ン 
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Rei ll 
the diorama built by Takuji YAAAADA 
『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 の キャ ラク ター 
デザ イン を 手がけ た 貞本 義行 氏 は 、 月 刊 少年 
エー ス ( 角 川 書店 ) に お いて 、『 新 世紀 エヴァ ン 
ゲ リ オ ン 』」 の コミ ッ ク 連 載 も 行なっ て いる 。 
コミ ッ ク 版 『 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 」 は 、 展 開 や キ 
ャ ラク ター 描写 に 独自 の 味付け が な され て お 
り 、TV 版 と は 一 味 違 っ た その 演出 を あじ わ 
う の も 楽し み の 一 つと な っ て いる 。 
エヴァ の 名 場面 の 一 つ 、「 ヤ シマ 作戦 」 も コ 
ミッ ク 版 で は 、 が ら り と 印象 が 変わ っ た シー 
ン で ある 。 今回 は 、 こ の "も う 一 つの "ヤシ マ 
作戦 を 山田 卓 氏 が 再現 し た 。 


ディ オラ マ 製 作 ・ 文 ノ 山 田 卓司 
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EPJSODE:6 

Rei 
ディオ ラマ 全景 。 ベー ス は 発泡 スチ ロー ル の 土 
台 に 園芸 用 の 土 等 を 盛り つけ て 製作 し た 
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や で レポ ゼ “ 
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CHAPTER 中 
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シン ジ 、 レ イ 、 ア スカ …。『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 の 世界 は 
魅力 浴 れ る キャ ラク ター 達 に 彩 ら れ た 。 多く の モデ ラー 達 が 彼 
ら の 立体 化 に 挑戦 し 、 結 果 多彩 な が フィギュア が 生み 出さ れ て い 
っ た 。 本 章 で は 、 そ ん な 魅力 的 な フィ ギュ ア 作 品 を 紹介 する 。 


ここ バン 


Rei the Movie 


nonscale scratch built 
modeled by Yukiwo AGETA 


上 開 が 連続 し 、 敬 か せ て くれ る が 、 その 中 で も 、 
終盤 へ の 流れ の な か で 登場 する 巨大 な レイ の 次 は 、 


クト の ある シー ン と いえ る 。 「 綾 波 補完 計画 推進 


げた ゆき を 氏 が 、 こ の レイ を 見 逃す は ず も な く 、 
た 。 以前 、 "98 年 生 の ワン フェ ス に お いて 出 
中 は それ に 改修 が 加わ っ た も の と な っ て 
ンス が 考え られ 、 貞 中 で 非常 に 
に まとめ られ て いる 。 


人 糞 の サイ ズ は 劇 中 よ 
り 小 さめ と し 、 本 体 と 
の バラ ンス を と っ て い 
る 


脚下 の 青い ベー ス が レイ 
に 対す る 地球 の 大 き さ で あ 
る 。 実際 の 縮尺 は どれ ぐら 
い に な る の だ ろう か 


ri) 


今回 あげ た ゆき を 氏 は 、『 新 世紀 エヴァ 
ン ゲ リオ ン ,」 劇場 版 か ら レ イ に 加え 、 ア スカ 
の フィ ギュ ア も 製作 し て いる 。 こ の アス 
み は 、『 THE END OF EVANGELION, 
の ラス トシ ー ン に 登場 する 包帯 姿 の も の 。 
1:4 ス ケー ル の 大 サイ ズ で 製作 され て いる 。 
1:4 サ イズ と いえ ば 、 あ げた 氏 は 同 サ イズ 
で 台 帯 版 の レイ も 作っ て お り ( 喘 社 『 新 
世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 3D BOOK」 に 収 
包 )、 こ れ と 対 に な る 作品 と いう こと 。 絵 


的 な 見 せ 方 を 考え 、 上 体 を 起こ し た り 、 


表情 に 涙 を 加え た り と アレ ンジ を まじ え 
つつ に - 全体 が まとめ ち れ て いる 。 


Asukqg "Least Scene" 


1:4 scqle scrqtch build 
modeled by Yukiwo AGETA 
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、 Kagworu Naqgisqa 
計 。 1:8scqle scrgtch built 

modeled by Agsqki ASA 冒 F- FACE ] 


TV で は 、 わ ず か 一 話 の み の 登場 な が 
ら 、 そ の 人 存在 感 か ら 強烈 な 印象 を 残し た 
ョ 潤 カ フル 。 個 アン ジ 九 で な く と も 、 彼 に 上 魅 
が せら れ た 人 は 多い 。 こ の カラ ル の 製作 者 
で ある 浅井 真紀 氏 も そん な - - 仙 る 。 
そう いっ た 思い 入れ も あり 、 有 力 が 入っ た 
全 回 の 道 型 で も ある が 、 あ くま で キャ ラク 
ター 作 の 再現 を | 天 計 し な が ら も 、 少 し 「 時 
能 iM で し まっ た か も 」 と の こと 。 あ な た 
ほこ の 作品 を どの よう に 見 、 ど の よう に 
感 有 る だ ろう か 。 
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"School Uniform " 
1: 4 scale scratch built 
modeled by Yukiwo AGETA 


あげ た ゆき を 氏 の 「 縮 濾 補完 計画 」 の 最新 作 と し 
て 、1997 年 の 春 に 発表 (ホビ ー ジ ャ パン EX フィ ギ 
ュ 7 特 集 号 に 収録 ) され た の が 、 こ の 制服 版 の レ 
イ 。 モ ナー フ と な っ た の は 、 バ ンダ イ よ り 発 売 さ 
れ た カー ド ダ スマ スタ ー ズ (第 2 弾 ) の た め に 描き 
明 昭 紳 応 - 自 本 義行 氏 の イラ スト で ある 。 意外 に 
因 290 主 年 肥 の レイ を 製作 する の は 、 胸 像 シリ ー 
菩 上 時 今 作 が 初め て だ っ た と か 。 な お 、 こ の 
上 5 ア を 細部 を 改修 し 、 学 生 男 と セッ ト に し 
明 記 ぶ キット と し て 市 販 さ れ て いる 。 
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し Ne G 壁 ご 図 つ じ 油 束 赴 で し う っ” 重 
い 刀 季 り Ne 記せ 征 り 躍 償 柚 じ 衣 っ で 公 で 
長 昌 つじ っ 0 も" 

GS や パ ヤ 6 湯 や ロー ふ ー ビ ゴ セ G し 人 で“ 
路 財 豆 で 揚 器 交 環 還 MeU 「 と O テ マメ 」 
うり っ で NNIh ヘ ーー6 選 ャ セー ミー 必 瑞 つじ っ 
も” で せ 担 芝 りさ つ 愉 只 ン ” 密 ぶ 平 一 く 
JJpG レセ 一 送ら c 氏 二 )。 で で で で 
町 思 さ で し も S” や ぜん) で 卓 つ レ せ ふふふ ビレ 
も で ” 義 咽 ロ 肛 っ 昌 選 つじ うっ " 

符 全 各 人 全 で Q ホ ー ト ロロ ャ ホー ロボ 
へ トー8( 下 國 お 中 て 会 銀 で さ e つ 妃 ) 巡 
堪 つ " 路 溢 り ふ へ や で も お かい 和 風紀 6 本 "や 
G 届 ” 十 下 リヒ 憶 G 世 避 半 県 コレ で 桂 頑 
に じ GSG う 本 "コリ ひつ き う うう 心 つ し ゃ 路 
由 公 具 ン ささ 人 で ドル K せ へ トー ト ゼ 
ふみ キー トー へ や G や G 志 四 つ じ っ 
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を さや う せ エエ 届 ふ ふ ー お 8 宙 臣 二 内 Ne 
SG りり” 財 公 頂 っ だ で 必 因 ひ し 二 "や p つ 3 門 
さ マ マー ミー 公 む し ゃ っ っ 公 で ( 藤 打 や T ユ 公 
も くじ さく じゃ 公 ) 過 超 つつじ く N ヾ せ 昌 ト 
さや 習 し を さ 選 っ め っ 愉 居 G 則 … っ 包 板 
玉 6 民 公 人 GO で me つ 届 2Q^ 忠昌 堆 さり mm 
an 述 量 選 コ に もう” 或 SNe 民 RG 去 つ 
し さも 

ヤ で し レ おれ 6 KN っ JO6 し 


々 ノ 
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Rei Ayanami 
1:3 scde scratch built 
modeled by AAeiten 


ー つ の も の に 対し て こだわ り 続 ける こと 。 な か な 
か に 難し いこ と で ある が 、 そ の 次 を 見 せ て くれ る の 
が 、Meiten 氏 の 作品 で ある 。 彼 が こだわ っ た の は 綾 
波 レ イ 、 特 に その " 顔 " で ある 。 ホ ビー ジャ パン 97 年 
9 月 号 で 発表 し た 初 作品 を 皮切り に 、 そ の 作品 の 改 
修 版 、 そ し て 、 新 作 と し て 今回 作り 起こ し た バー ジ 
ョ ン と 3 つの か た ちの レイ を 見 せ て くれ る 。 


貫流 レイ 


9 スケ ー ル スク ラッ チビ ルド 
の 制作 ・ 文 /Meiten 


4 新た に 製作 し た 頭 部 の モチ ー フ と な っ た の は 劇場 版 の 「 笑 えば いい と 
思う よ 」 の シー ン の レイ で ある 


4 ム 4 こ ちら は 、 ホ ビー ジャ パン 97 年 9 
月 号 て 発表 し た 作品 の 頭 部 を 改修 し 、 
別 バ パー ジョン と し た も の 。 鼻 な どの 
表情 、 髪 型 が 若干 変化 し 、 イ メー ジ 
を ガラ リ と 変え た 

る 日 J97 年 9 月 号 版 の 顔 は 、 作 者 の 
個性 を 押し 出し た も の 。 好き 嫌い が 
わか れる か も 


36 


析 筐 GRG = ゥ ーー と ゥ と こし" 環 ら く 
選 じ っ ek 人 Sc 量 下 恥 さ っ 民 や エー 時 の 


mane 総 上 つ レ ビン う ?( ベ 終 G「 工 柱 」 り や 
Rms? 4NIG 天 邊 (時 村 ) パ 記 時 の 距 叫 
GS 租 呈 で 軟 レセ ( 詞 朴 の うっ で 誤 jp) 同 や 
SG「 選 人 ムー や 人 G っ うー」G 志 や 居り S 
さゆ (部 ) 公 次 6 四 租 中 で 玖 ご % や く (8 
G) 恥 つ つつ で 

田 慎 G 誤 円 加 け いつ 

居り さい ひし っ 環 度 中 避 長 4 じ 愉 6 つ ? 
己 Q 泊 せ 選 窟 只 交 謀 層 さ つや で め 藤 日 ” 笛 
s 柱 年 G 尽 宰 唱 副 層 0 豆 球 宮 届 弄 円 つじ 所 で 
レ っ ms Gemmwv 郭 つ 細 幸 つ つ じ 交 
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いう 村 っ 6G 交 Ne 表 り も くく WW で の 昭 っ ms" 
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S」 っ )” QO 避 粒々 じ 中 ポ く さっ うう) 中 人 る で 
っ で で 環 記 仏画 me つる " 幅 束 長 <Q レ うっ 
いで せ 公 泡 や や で や p 昭 じじ ( 赤 7 ン 
166 で 員 昭 ひく も 公 …" 


遼 赤 旦 演 けい っ 

で や 柱 填 し ご 恋 つ 乱 届 避 秦 で 牙 
い p さ し 公 で ご 屋 く mW くつ" も くじ 近 
所 じゃ? 親 「 提 つつ 押 ye で で で 中 記 公 で 玩 」 
嘆 G 提 SR し じ 症 押せ うさ" 貴 傾 豆 拓 半 
y 号 堪 間 拉 つ 拘 yC で で No 6 で DS で J6 じ セ 
公 「 握 回 GSK セ よ 」 う の 昭 で で ビレ つ や の 鍛 ⑯ 
し" 区 K ト ホー さ 巡 喘ぐ で G せ 立 つ を 
っ うっ 心 陣 箇 公 や じ タ ” 一 : o6G 河 りー : の 
レセ 一 : o う うつ で 6 で リン K ト ホー ミ で 6 
6QG 六 で で” 財 屋 公 臣 つじ し 舞 *eG 玖 N9 選 
公用 座 公 る や さ ン KK ゴーK リロ 週 め で で ロ 昭 っ 
ね 

I ド RSEH6「 つ ロマ ヒエ 」 区 G「 信 CH6 う うう 昭 
ぐ *6」G ハー ハビ ( 避 葵 孔 GN て ミ さ DS 
ヽ 之 豆 唱 画 講 り 長 ee つ ) 嗣 想 G 昭 押 ゼ 
瓶 G 記 り 剛直 G 薄 6 更 唱 生 ⑱ じ ONe 公 で 
レセ" 路 尽 で 還 豆 会 枚 品 し ヤ で いる 心 


の 頭 部 と 胸像 と な る 台座 で ある 。 細 か く 作 り 込 まれ た 髪 が 見 事 で ある 


し た の は 、 8 


ーー 
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4 今回 新規 に 作り 起 


= つぶ ( 琵 舞 6 二 に 直さ) 導 w 二 
で きっ 中 G 択 玉 ぜ 刀 旨 叫 旧 甘 つ ” 走 半 編 連 
ぷ 柱 回 で むし うっ” 押 記 や K ト ホー ネロ 
貴 E$% ン と K せ く て ハー6 玉 維 じ ( 忌 悦 葉 j% レ 
で G き うめ の 心 つ し レ ゃ 舞 で 症 で me やく) の ーー 
o ら ロレ さも ぃ 6 弥 民 屋 NG 公介 回 パー 
叫 聴け ( 克 談 や Q 略 症 じ つめ )) ふみ キ 日 
モ く 刷 6 個 で 冠 ご 各 時 上 享 で 較 つつ " 
Ne き さっ G 政 球 必 りさ くう 公 爾 扶 つ 豆 ) 昭 ye 
虹 奏 し ( 早 せ 穴 G じ きも 上 陵 じ ン レベ 
中 圭二 し 当 S し Ws) KG 走 押 く “ 

昌 赴 民 求 8 所 回 くう 区 つじ 到 寺 jp 
路 財 服 甘 つじ っ @ や X 入 で へ 妃 「 仙 也 で パ で 
リー」 く 貞 ふう” 咽 じ も 公 " 人 回せ 「 和 前) 
PS っ ( で きっ (直り)) や で ロ つ で で 」 や 福 
回 G き ミー ハム で トー スハ く 和 政 言 つ ^ 皿 
うつ し レ ゃ 時 台 村 り つつ ? 果 需 we し 咽 じ 
ゃ で で ぐう 震 つ うっ G じ KS「 吉 @ 電 Ne 福 因 け 静 
つじ 正田 で 選 固 せ 頒 W ロ m(RG 皮 束 じ 掲 さ ビ 
っ "(所 癒 G く INNK ゼ ぜ 妥 ン で ひ し レ つ 6 で 
む 公 や 家 で 6 や べく) 


畑 幸 6” 外 要 GS ささ K ユ や 細 培 ( 瞭 め 拭 ) 
入 回 紀 つ しま し "る Yet0 も て で 答 
つじ” 人 回 せ 壮 G 王 晶 Q 由 じ 所 C0 さ ) 
北 C し まつ ? や の や うう) で 走 ご で 民 レ ゼ 固 
うり や 6 所 吐 公 貴 ロ 細 っ 元 訟 和む レン で hG 
SGP で し 十 中 思 の 隊 っ ( 控 Q 舞 っ 上 
囲 収 G ヘ ー ハ レセ つ パ 

ペー ゴ ” 新 家 竹 6 徹 回 じゃ 公有 箇 和 の を で 
さっ うー」G 撮 居 ま や っ 人 S” 公 で ご 中 つ ン 
中 で me つ ? 琵 り て 上 ト 6 届 剖 や 雪 S ゼ ン さっ 
屋 生 じ 財 も G 本 閉 さ っ で 走 淫 じ つ ? っ 
いや ) 必 喧 載 p 箇 を や Ne お 生じ も 公 …" 
| ド : 演 iP 

4M 加 G 輸 円 皿 め 振 征 丈 料 くじ "正中 公 咽 じ 
sp 了 つ て 画 公 区 つ せ エト へ ヘ ー 走 で 記せ 
4GapweS っ G 押 っ 公 稚 さ k( 赤 人” 回せ 
掲 組 つじ 柱 邊 の せ 忘 昧 りつ くも 心 ) つ じ う っ? 
や GS 福生 で 打 G 民 も 乏 路 YOW4 く で わ ntG 
さ 3)G 爺 量 呈 で 刻 部 率 せ 旦 ロ つ で 刀 66 
6 で ふり 十 つ 6 や くつ 爺 せ 思 り 訟 証 
0 も 0 で し 昔 英 杉 G 世 U リ や レ つ 6 で ) うり 公 人 


ム 胴 体 は 、 9 月 号 本 誌 用 


さ ^ 人 回 で め を で レ つ 心 四 | サエ 届 ふ 
ふ ー 売 ロ 邊 さ 個 つ 豆 撮 棚 公 さ ン さ で レ つ 
っ 心 補記 公 で レセ "時 り 8 てく G 共 m 
し レ 交 で て” 工 く GS で や リリ 公 で G 意 吊 ぬ 中 
S つ し SG ゃ 6G 巡 NeG 公 円 時 じ 人 稀 さ ” 福 回 
G 継 忘 刺 中公 つ 屋 で さ う 選 志 w 喘 くせ 6 お せ 下 
つむ Ne さめ や p 昭 っ 本" 刀 思 2) 
っ 心 財 や 「 振 相 wC レ つ で 豆 4」 赴 で 
10G 筐 来 選 り や で to 公 jp つ で や も で " 
田 嘱 況 けけ 

朝 容 己 上 定 公 引 や 公算 渡さ で し 札 
meyJ「 求 吉 つ さ 玩 の 昭 心 環 計 公 足 豆 
器 い 公 ご 次 晶 つ し や うっ 二 " つ 公 つ ^ 着 尊 
性向 で で 画 下さ っ 「 藻 つも 」)「 陽 
9ー」6 棚 販 史 愉 人 S ひっ で 「 交 谷本 で 
現 信 で 台 骸 」 旭 持 楓 る で レ っ neG 公 ” 想 電 G 
泊地 避 じ も? 

スゴ "4pns Jr AX DGG 波 給 」 リ で で 
で や SS で 人 公 つじ や 密 さ ビレ ゼ 交 さ も 公 の 
ヤ で ビレ ゼ ^「] お で 台 蛋 ロ 下 や 7 回 年 全 足 人 
し まさ も 0 ぐ G 叫 DJ) つれ ポ つ で 


に 製作 し た も の 。 ど の レイ が お 好み だ ろう か ? 
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Rei Ayaqnami 

"A bantage girl" 

P-UNIT 1:4 scqle resin kit remodeled 
modeled by Akira SASAKI [P- UNIT] 


BODY DOUBLE = 身代わり 。 
代わ り の いる 存在 、 綾 濾 レ イ が 視 
聴 者 に あたえ た 影響 は 大 きい 。 さ 
ま ざ ま な 表情 を みせ た 彼女 だ が 、 
や は り 初 登場 し た と き の 包 帯 姿 が 
印象 に 残っ て いる と いう ファ ン は 
多い 。 その 包 帯 バー ジョ ン を 佐々 
本 明 氏 が 製作 。 氏 自身 が 原型 を て 
が けた キッ ト を 改造 し て の 作例 と 
な っ て いる 。 誰 に で も 簡単 に 挑戦 
で きる 、 と いう コン セプト て 製作 
され て お り 、 市 販 キ ッ ト の 改造 を 
考え て いる 人 に は 参考 に な る 点 が 
多い 作品 で ある 。 


綾 流 レ イ 包帯 版 


P-UNIT 1:4 ス ケー ルレ ジン キッ ト 改 千 
製作 ・ 文 佐々 々 木 明 [P-UNIT] 


ム 前 圧 は 包 敬 と の 千 渉 を 考え 、 よ り 


自然 な 流れ と な る よう に 製作 


立 / た 
S は 2 


向き の 
作例 が ずい ぶ 


顔 の 
ん と 印象 が か わっ て い 


も 、 目線 や 


変更 で 、 


る の が わか る 。 
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むり や うっ we わく) へ 店 ロ ー ハ 丁 へ 移 * 巡 
味 征 や も や じゃ めで うつ 7 
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へ 皿 " で 回 失 く 一 私 本 へ くう) 例 琶 つつ 
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し ( 吉 )” me レロ リロ ” 回 失 て 一 私 本 へ 6 問 
亡 や うと いせ トー や も で で ビレ っ ne@G じ 中 府 つ 
0 や さっ 公 や つ で や も べく 公 ” 足 環 写 で 尽 敵 貴 


ヘー ヘ ハレ" 6 刀 X 人 ト エド ミト ーー 沙 公 刻 
SG で りり セ で の むし ゃ め H6. で きっ う へ 店 
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人 S ン Ne レミー ム ハ 押 つつ 抑 4QSG じ "dd 性 6 へ 
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へ さ H 代 て 公 競 才 で 概 で で さき うう の う 作 うお 7 


閉 選 RT に トロ) で | 幅 由 朋 帳 つ 6 飽 
屯 全 さっ うめ う で レセ 克 議 中 昌一 
Am へ 抽選 D 右 所 9@ 民 や 拉 症 占 り に St 
>) 男 っ" 

0 し 交 請 くつ で や) 振 松 束 年 徹 
146^ 陣 諾 J 世 つ ン で へ ヘ ぬ トト ハー。 映 愉 豆 
りく 上 ト 連 地 医 つじ うっ” っ Cp 咽 こ の 
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りさ SO で 回 推 寺 る 和 赴 で ビレ うっ j 二 " 

悪 項 や ^ 上 の 選 や キト ーー 届 准 福 流せ 
失 電 つじ うっ” NISKー ハ 緊 ご 時 釣 晶 
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NO も で けけ つつ) 且 芝 部 畑 G ま で ヘー で" 


思 失 め 旨 全 心 引 則 つ レ っ ne し も ? 征 ロ 


⑯ 層 DSwWS 公 で 泊 電 手品 選 二 "SG 
d コ で リー 私 双 せ 凌 陣 つ を も っ て で ロ 盲 層 
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S 幼 静 GG じ ^ 村 課 東 羽 々 据 甘 つじ ゃ 友 で 
J で し も 公 "も で 公 ン さじ 由衣 生 心 
各 G 虹 っ Ih そ ヘ ペ 式 8 替 つて 幡 還 つつ 個 つ つつ 
*) うう で し ゃ 提唱 宮 相 " 彰 G 芽 さや ペ さ ざり 
人 じ せ 交 も やく 公 ” NIS ベーム 緊 G 過 
43” 入 届 相 隊 6G 抽 つ 豆 公 。 回せ 羽 d 岬 
嘱 G 抽 (エキ I 必 いふ ハー ド ト ヤ ンー 志 甘 ) 唱 つつ 
や 6 人 る で ミー ミト て エー) ミー ミミ 
ー” Kー く ミー ふ ユ トー 唄 和 や 戸 6 選 1 
うだ 本 回 8 人 に や そら り UK ペー ミー いふ テ 
トー ふう ) 抱 填 G こ 一 ミ ゼ で りく” 款 蝶 せ 
うり で へ 公 で の 補 赴 つ 避 G じ も 全 …… 忠 訟 し め 心 
Se@ 公 6 レ )) で 蘭 胡 じ 息 信 6 や く 公 "本 
し 器 じ ゃ く て 一 ミ 公 や で さり ロ つ で リン S う っ ( 二 
品 < 填 ゴ 全 さ レ ゼ 交 te 公 ) G レ で で の 飼 4S7 
路 記 G 思 っ し ゃ ゼ ” 中 本 じゅ ゃ く 一 さ 公 二 N@ や で 
ロ つ で 人 S で で くし も SG 中 や ドド マー 
つ 公 持っ くつ や 心 で …" 

剖 G 中 で 柱 回 で ご で 擬 っ 由 り っ 心 役 つ じ 鍋 由 
く Y 必 で て 選 せ 私 思 り 世 うじ 愉 6% つ "回 挫 
・ ド ボー や 革 せ 舞 則 只 所 (NIN ホ トー モト マ エー て オ 
hh トー マーK) 避 寺 うじ レ う っ 7 
| EEStTP/ 

條 回 尽 人 で し 下條 で G キ トー 移 於 環 つ じ 忘 6 
A 下 ロロ ーA mA りつ し 座 つ 選 会 で で すう) 
っ っ Sp つて で や も く 「 結 雷 藤 つ じゃ 押 で 
最 ふ や Po6 も つつ" 6 柚 4K 全 倫 で で ル で 
レ しまっ じゃ で " 


Shinji Keqri, Rei Ayqm | 
Toli 


0 modeled by Hi 

シン ジ 、 レ 議 議 譲 ス カ 、 ト ウジ 、 カ ラル 。 本 
ス ま で 、 5 人 の 適格 者 (ナル ドレ ン ) そ ろ い 踏み で ある 請 
製作 を て が け だ の は 片山 博 喜 氏 。 新 進 の フィ ギュ ア 作 家 で 
が 誌面 デビ ュ 二 主 な る 。 今回 の 5 体 は 以前 イベ ント で 出 画 
に 若 十 の 修正 区 た も の 。 衣 迷 は プラ グ ス 玉 で 統一 。 
の キャ ラク ター の 表情 、 ポ ボーズ に こだわ り を 持 記 | 


4 
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全 シ ンジ 、 波 レイ 
事 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
氏原 トウ ジ 、 深 カヲル 


]:8 ス ケー ル スク ラッ チビ ルド 
製作 ・ 文 片山 博 喜 
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[人 科 シ ンジ ] 関 較 議 
華 秦 な イメ ー ジ を 念頭 に お いて 作ら れ た シ 講 還 剛 
ンジ 。 顔 だ ちはや や 幼い 感じ だ が 、「 頼 りな 半 請 
さげ な 感じ 」 を どこ と な く 漂 わせ て お り 、 譜 
うま く キ ャ ラク ター 性 を 表現 し て いる 


[ 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー] 
この 5 体 の 中 で は 、 製 作 に お ける 悩み が も っ と も 
少な か っ た と いう アス カ 。 ト ウジ こと 同時 期 に 作ら 
れ て お り 、 表 情 は 対 に な る よう に 明る め に 表現 さ 
れ て いる 


[鈴原 トウ ジ ] 
や や 厳し い 表情 が 秀 逃 な トウ ジ 。 こ の 表情 に あわ せる た め 、 ポ ー ズ 決定 の 際 に は か な り 試 行 錯誤 
し た と いう こと で ある 。「 似 せる 」 と いう 点 で いえ ば 、 こ の 5 人 の 中 で 一 番 と いえ る 
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だ わっ た の も その 表情 で 、' 優 し さ 」 を 意識 し 、 


て 厳し い 顔 つき | 


一 記 や ぐつ 

度 そく ヘー ロリ 工 Q- ロ とこ Oo の 〇 O ど ふう) っ 
心 人 トー トー じゃ ン 鈴 長 や や じゃ で で レス っ 
Ke” 北 ゴ S) 世 つ ms” 山 G 北 皮 り じゃ 編 N じ 
っ レン One う )” 枯 つ うく し じ ち お や め … 

人 回 抱合 0 で 7) 時 で し )) で 
_+6 で SS 瑞 天 下條 レビ う 刀 w0 人 交 む JO” エ 
っ 坊や ぐり 8 う くく 役 共 つ し ご 二 ” 人 
人 pt つて 8 屋 っ つつ" 
| Si に SPAei 

0 レ ^ 了 編 つっ 刀 刀 っ う p 終 7 ら 結 硝 
GS っ マヒ エー の の 乙訓 HK セ 刻 選 つ や 
S ロ 抽 G 聖 円 長 JpG し わ " 

AA 穫 う の さて” に ト K ド て 心 公 。 必 で の 
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半 で 表 滴 SC レ m つ 5 し ap/ 0 で 


TNIh 貼 尼 和 Ne) 称 つ う ))C 公表 く 


つや も で で Sc で で し 由 う 回り ロ さ で 
P レ 6 や で で で で さっ“ 


"本 足 ぬ | 暴 十 させ 人 で 人 う つや 


A 和 へ 和 ン で) さて ざく し も "へ へ ヘン ペ ゼ 時 
正 G 束 考 レ で じじ 由来 所 公 人 SN\e で D 男 MEG で 
や や 心 S 押 明 症 人 の JA CO 公 " 
we て ば 選 ロン も 6 敵 詩人 じ う レ 
っ ぐさ モーK 公 電王 6 公 で 人 6 で 路 尺 
むさ で うっ 甘 世 G モ ーK の で や | も 
りか HK て ー6 必 で そ 和 へ ハ SWW で うり 0 つの で つ 
レ ゃ つつ ” Ce ご "mtRG 還 判 玖 悦 楓 本 Ke 


A+6 で DP” 下 必 エト 和 工 除 村 \G >) ()) 
心 稼 シン) 朴 や レセ 公 ) 和 結 6 想 泡 き つつ 
で むし じゃ "JC 人 SG 聴 や も シロ 回 部 
償 拉 で ン と 0 で レ つ OCG し 

4 回 KR ミリ コー スハ 欄 朗 つじ 所 で 
人 る ( 記 公選 飛 論 の や っ 6 屋 公 ) 
Se 明記 6 共 会 じ wW 豆 旧 暴 "や 6 論 公 環 で 
Gi 本 で し ^ 時 夫 m レ さこ 措 品 野 WW 回 
人 S レ つ mC で GS レ つ ゃ "ヤリ 公 で せ 式 さく 貞 
レ G 療 六 り SteG し も 公 ” 里 ン 捉 ロ 半 で 豆 瑞 
考 GHUTNIT や NKKー 和 スカ 掴 や ビレ っ ン リロ 
さ ^ へ へ 6 由 ) 公 公 坦 柳 全 で つ さ つ せ や で 
けり で レ つ うつ だ 

束 症 SW お” 松 く 玲 唱 部 つじ うっ せ 
刀 S で ) で っ うつ を さっ 仏 ” 叩 可 ト 
へ ふさ さく レ さ 公 で 公 て Pt の 本 慌 一 で 
ぐ くじ 昭 C し 刀 ペ レセ 公 ) の) 心 つや で で ぐ で ・ 6 
交際 く 民間 諾 下 衣 6G や の 刀 うつ じゃ "| 圭 
と 心 ふ へ ふ ー ト で 和 HKG 電 席 富 態 XW さ くし る も 
うい つの を 交 5 や で つや で" ap S” 折 編 江 
で 全会 こう ント や StS レ wONG 
刀 む 愉 ン 重り つじ し っ 6 心 公記 GS で で の 
回 む つ PP 人 トト ー ロ や 弄 細 り Ne くつ を さっ う 
で うり 昭 っ ms" 

ヤマ でき で むし 條 回 せ 黒 堪 * ぬ 中 個 つ つ 申 
過 じ ^ KW と 電 ご 抱 *St@ や つや やく レ つ 


9)G 選 り )G 提 完全 由 っ 軸 ロ で ぐさ っ う で" 


てく IAK 巡 概 也 つや 6 宮守 征 つじ し っ)“ 
や GS 男 症 時 所 次 nm っ 6 昌 りさ ご が 6 
つ 刀 会 ” 的 田上 居 せ や 豆 ) 昭 っ 届 4K 公 
人 S で で で" く II へ K 巡 例 陣 つつ で で 赴 喧 や 咽 
レ っ 如 宮 刀 う 昭 っ mW" 

KK や ゴ "の ロ 証 INNK 一 私 索 (SG 
較 紀 刀 っ きせ) 邊 で の 到 交 6 
レ ^ ペー ドル ミト hIhNKー ヘ ビレ ゃ お ふも お ふう む 
NeJC や へ 昭 っ 半 態 理 ” 碗 請 " て 必 色 所 
筐 ym で や も NK6 うべ 二 せ 日 択 枝 N9 や 
S さ 5 や ぐし レ つ 選 (じゃ ^ 人 mmRt6 0 で で 
滑 人 人 トド ャ やつ で mW やく で )“ 

テ 心 欠 )RIh さ や ヤ で 生野 称 赴 ご" 
瑞 竹 6 中 舌 選 トミ ッ 堅 じい SW 人 トト ホホ ヘマ 
等 座 忌 うり つじ "ポポ 愉 や モーK だ お む " うっ 
S さ モーK ぬう で わし 缶 ら ちっ 6 缶 つ いじ" 
や で や で で 声 量り | 申 じじ う っ A@ の 昭 で で KO 
モーK リ つじ 愉 6 つ ) それ で つ を 公 誰 素 
ーK リ 緊 つ レポ ^ テト AN トト へ AG 諸 還 公 居 
St@ う ) ) い も "RI さや うり 公 ン ドロ 
ン sSn0+6 人 で) JO 公 む 6 つ 刀 愉 。 思 で 際 つ ン 
せ AY 選 査 DUS で GS う で で 大 めで むつ で 
xsS3G 6 テト 作 Rh いさ さ ハル 肝 生 
上 も やく ぐ 公 で 直人 色 公 公 で で” | 没 札 人 も で K9) ) 
りり で こつ JJ7 6 で つ ン GS 量 っ つも" 

ヤ で し せり で 人 Op Sm 多 麗 全 ン 画 店 の 
レル を で レン 0 っ" 
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4 一 番 印 象 が 強かっ た 白衣 次 を 立体 化し 
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| に さき S#P 
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KK へ 」 レ ゼ 8" ヘ コリーK 元 GLKR 菜 "で 
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90 


で じゃ ち 公 ” 記 G 昧 ke 中 ビレ ゼ 人 で 咽 公 
本 
っ し ちゃ で" 

画 志 中 て …RG や 


や ぐさ で むし 下 で レ つ うつ 戸 6H 
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S し 公 " 圭 跡 し 87 TNIN マ マー て 
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> 記 細 衣 朗 とら で うっ et 月 JH6 ビ レビ つれ うつ 7 ん 
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の と 選 記 の い 9 装 竹 課せ や 公 さ さく 末 で 
者 り 二 つつ" KKR ロ DO で う し ap さく ミ 6 
末 っ 目 呈 公 四 上 皇 回 いじ っ も "や ヤ ペ で 革 じ 
ぐう っ ぐ G レ も で NN さ 私 ヘ キー や く 
こつ の 系 論 エ や く し レ つ 7 
画 球 

人 回 むせ 列 ロ さい で 刀 YIhK て ロリ ロ 給 で や し じ 代 ) 
ざさ つ SG ャ ペー 公 じ 宗 征 村 ht つう り 来 忘 レ っ 
つや ” や 6 扱 団 居 恒 村 で 避 提 択 つや 
つめ? 耶 藤 ボ 圭 G て ト K て 6 衣 団 居 刀 G 
や や ルン を 埋 つ っ し ちゃ” ヤ で Ga 
し | 遇 並 画 公 むし (人 公 で じじ ) つ っ うつ で 
穫 | さく 6 じじ 札 愉 つつ じゃ 肖 ロ < 
い レ っ ne くし セ 公 6 宮 博 経 に 中 人 や つ 
で や や ぐ で "” 玩 還 全 眼 や で て 

彰 p” 記 公 半 屋 レレ で りさ うっ" 
ロ へ ふく トー ビレ セタ "リリ で る む じ ゃ 人 で で G り " 
0 で りさ もら 公 や レ つ ゆう つの で 出 ン て 
らっし っ ぃ 6@ 役 つ 全 で 公 さ 公 二 や 生け ロリ で が 6 
芯 択 つ レ つう つて 
一 押出 こい リーベ 

性 6 枝 りく IhAK 宙 嘱 で 公 で し 宗 生 "で 
り ^ や で り 嘱 舞 や NN で むし も 公 。 うろ で で 
つ 刀 福 つ ぬ 刀 生 で | 抽 択 " 下り ヒ 壮 刺 で KK 
ドー ンー 箕 愉 で” 中 張 や 交 で し S さ ご 並 写 
ぬう で 堪 人 R じ も "うっ うう 8G 直 喧 癌 稚 
瓶 り / 屋 G せ SG ェ ペー2 選 潜り ロ つ レン ペレ 
も 公 ” HG 選 R 公 で % ン トド う ピ 6 やく レ つ で | 
州 陣 世 擬 る ロ 

さく こさ ぬ の や NO 刀 介 守っ いや 6 ご 
擬 ン ^ 豆 せ 舞 還 0 と 背 0 し つ 刀 … 公 7 
守 や 英 W 忠 せ 押 則 本 0 つて "モモ "セレ 
より 履 串 es” レー 


107 


に コ 
ハー 


製作 ・ 文 /(GM 


modeled by GA 
Y( 


の 鶴 号 機 ヘ ッ ド モデ ル と 座り ポー ズ の レイ は 厳 1 


ば フィ ギュ ア 作 品 で は な い 。 こ の 作品 の 基 と な っ た の は 、 ユ 
元 

攻 修 と テ レア ッ プ を 行 な 
に 


寺 号 機 改 で あっ 


Rei & EVA-OO 


Uni-Five “Sound Bank EVA-00' with Rei" 
は 製品 版 の まま だ が 、 製 品 で は 寺 


接続 され て いる の で 、 切り離し 、 つ な ぎ 目 を 消し て いる 


され た 貯 金 箱 (/ ) で ある 。 
ィ テ ー/) 


あたっ て 、 


多 


の 作品 で ある 。 改修 
改め て いる 。 製作 は GM 氏 が 行 な 


ヤ ヘ ッ ド モデ ル は 、 塗 装 を し 直し た 他 、 形 状 を 一 部 改造 


ファ イブ ゴブ ゴ "サウ ンド バン ク 零 号機 改 with 綾 波 レ イ " 改 
に てい る 


目 を つけ 、 


完成 品 と し て 発売 


フロ 
こ 


その 造型 の 良さ ( 
こ 


藝 流 レ イ 零 号機 ヘッ ドモ デル 


波 レ イ も 塗装 を し 直し て いる 。 基本 的 ( 


人 4 綾 
号機 ( 


ーー 


プア ディ アプ より 


た ヘッ ドモ デル を 零 号 機 ( 


っ た の が 
9 


ーー 
ュー 一 


圏 い 層 枚 

St9 エ ー 躍 螺 基 り 拘 ら り に ビン” 回 K さ 
酔 叩 繋 G 還 や で 二 ロ 上 垢 お IN ユー で ゼ 窒 
選 S" うり 公 で の と SG で) う っ し 愉 い 9)“ 
きぐ で うり)) で 公介 容 可 南 選 YO で ke6 由 億 研 S6)) 
3J7 で 交 和 St0 公 で 尽 公 交 で し 座っ で 
過 訂 も で c。 スマ ャ ヘーIP 條 ) っ ) 7 
一 諸 環 羽 捉 り 

窟 青酸 中 繋 パーI ト エー キー ド 吾 SG 公 
ン つ レト マト 届 静 で し 忌部 つ w” や 6 競 
琉 拉 で 季 く ー 和 ハリ うり 評 で 部 つじ Ws" 
納 呈 8 准 竹 閉環 で 幼 うっ へ トト や 二 皿 凌 
筆 公 地 べ で し レ っ js”)) で せ 抱 Gih ドー 
へ ハト ホー レ ゼ で 公 で 公 控 りや も やく G じ し" 
儲 医 G へ ハト ホー 志 医 つ %” 志 腸 筐 門 G ロ 
6 っ 公 幼 評 SSG じ し” 部 習 ロ せ 所 足 租 如 " 
時刻 6 掴 箱 G 咽 GA ハト ホー ぬく で R 公 


トロ 中 乱 つ 上 ミーム 旭 中 つ も ? 股 P 松 く 


ーー へ ヘ ホ ー 届 呈 つ 刀 ト で へ 日 旬 朗 さだ 
で や G 問 ろ 季 還 じ レル を es" っ 屋 で や で の 
中 蛋 G 細 じ "ww で っ うり 控 め や も も? 時 ムン 
レラ ろ 楓 リン っ の )) で レ ゼ 絹 間 地 っ ws? 
知遇 反り つ 公 擬 で で で で SS 名 町 和 り よ 著 
選 レ っ で うっ 唱 虹 配 つ gs? 
一 軒 諸 地 

局 固 選 醒 選 ” 古人 閉環 り ” 酵 叩 繋 ・ 暑 青 ) ゃ p 
り ふ へ や 雷 導 GH ト 中 ー 譜 恨 く 揚 選 咽 
ご 域 医 つ し っ 人 色 っ Jj) JC うり) 記帳 
剖 旬 つ じ S っ neG レ や 中 刀 む 届 詞 編 つ ks 
受 吊 繋 G 二 葉 さ へ K で ふつ トー エ H ロ ー 十 
ふさ トー ミー 社 固 G さ へ K ぜ ふ ユ トー 
へ さ へ AG ゴロ リロ さ トー さと WW ふつ ト 
ー 十 凌 ご 紀 。T へ く ハ ヘー ビレ 鬼 "や 
で や で G 四 DTI SN る る 咽 員 し 臣 Ke も 
措 和 うつ Q や 6 ハエ キー トリ wm" で 
JpG し も で る で 臣 吐 皿 り NIIhI ト ー ハ mA 
ん 也 つ ぬく で レン リス くつ 公 DWm? 
表 で” 量 和 を 必 そ へ 6 晶 H ト 絶叫 繋 G 
則 避 枕 甘 " ヘ ャ ント で 押 っ ふつ トー トミ ー レ 
。 Kー ハ 6 モト ャ ー 喘 (ロー さる 
咽 ぶ っ ト 束 皿 宙 避 つ 本 7" K 7 くせ 日 下 
X さ 6 晶 けり モト マー 入る へ 咽 思 称 避 や で しゃ" 
較 N い だ りや 

) 心 つう で 刀 貼 届 ー 記 G 公 層 選 YO で te 
G 押 つ うう も "うう や レト 
Y せ ロト 選 くさ の 生じ つぶ 


CO 
〇 


ーー 


Girls in て ames 


Mayumnl Yamagishi 


Jo 必 for “2nd Impressinn" 
] :6 scale scratch built 
modeled by Takeshi AIYAGAWA[T's system] 


セガ サタ ー ン 用 の ゲー ム 『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2nd impression』 に 登場 
する オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター が 、 山 岸 マ ー ミ で ある 。 選択 に よ り 、 多 彩 に 変化 
する ス 二 ー が 目玉 と な っ た ゲー ム だ け に 、 ス トー リー に ほとん ど 絡 まな か 
っ た り 、 逆 に 重要 な 役目 を 果たし た り と 、 ま さ に プレ イヤ ー に 運命 を 翻弄 され 
MS ン で ある 。 シ ンジ と の 出会い の シー ン を テー マ に 宮川 武 氏 が スク 
タッ チ し た 。 


Moeno Kirishimna 


Heroine for “Kotetsu no Girl Friend" 
] :6 scale scratch built 
modeled by Takeshi AIYAGAWA[T's sysfem」 


こち ら は 、Windows95 用 の パパ ソコ ン ゲ ー ム と し て 開発 され た (後に Macintosh、 
家庭 用 ゲー ム 機 に も 移植 )、『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 鋼 鉄 の が ガー ルフ レン ド 」 
に 登場 する オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター で ある 。 ア ニ メ で 語ら れ な か っ た と いう エ 
ピ ソ ー ド を 描か れ て お り 、 トー リー の 中 心 と な る の が 彼女 で ある 。 ゲ ー 
ム 中 で は 、 シ ンジ に 積極 的 に 好意 を 示す な ど 人 存在 感 の ある キャ ラク ター で ある 。 
作例 は 山岸 マユ ミ に 続い て 、 宮 川 武 氏 が 製作 。 パ ッ ケ ー ジ 等 に 使わ れん た イラ ス 
トド な 二 チ ナー アン と し た 。 
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つっ 
ーー 
ee 
プン ど 


ーー ヽ 


て 変色 させ た ス 


Es 
] 
「 戸 〕/Tm 


山岸 マユ 


1:D スケ ー ル スク ラッ チビ ルド 


第 り 


作 ・ 文 / 宮 川 武 IT's systeml 
顔 の 周り が うる さく な る た め 、 


ゲーム 中 の 一 場面 (本 屋 の 前 で シン ジ と 出会う シー ン ) 


AA ト レード マー ク で ある 了 有 眼鏡 は 、 
を イメ ー ジ し て 製作 し て いる 


レス て 製作 。 つ る の 部 分 は 、 


省略 し て いる 


| ISSS3P 

『 寒 寺 卓 H 改 ト へ よ ハ 』 瑞 天 村 reKG 
中 中 て 貫 年 つつ 5 で 代 7 ヨ 理 日 7 せ 
エー 和己 雇 じ 
一 志 ゴ 志 > ロロ // 

6 生 8 ヨ 理 日” や 下 ふ ー へ ハ 四 ホー 
「Qc つ ーーEo こ の の の ーo と c」 リ 洋 随 村 hG 
KG 店 じゃ "へ へ 人 色 息 豆 や GSNINKD 調 絆 つ 
レン ne 思 ポ つや )G ト ホー コロ て と 和 ハ めのう で 
己 坦 じ も ? 詳 な 会 GS ホー ロゼ ヒッ ュ 
せ ロ や で で で 記 幅 中 過半 掴 ヘ ー へ で SO 公 
で 避 で ぐさ り ド トト へり 8 中 や GG 区 
地 し も" つ 公 つ 諾 G せ SHTD ト 首 く る し St 
レキ 6 臼 四 で や さば ン "| 交 さ で GAASN り 7 
ー: マ ルキ めき さく で 公 で 畑 0 し つう っ や で ロ 
さこ 16 つよ 
| 了 民 で 

1 生 、 畑 全 届 濾 人 S 屋 " 認 や う CO や や G 甘 
で べ ① | 上 大 くく で 0 R て 間 再 つ し 環 つ 
"< ぐ P 加 装 竹 ご も ki@G せ ドロ 公選 咽 人 0 で 
G じ へ へ 仏 の 王 4 ひひ ヘー へ" Qt で と 圭 
て ャ つて で で 悪 直さ エ 英 GKG 由 G つ 6G 氏 
ごう 恨 柚 ぬ 生 や も 豆 で 窒 再 人 さめ 昭 っ es" 

HG や で ロス くつ っ 培 つ GKG 由 圭 


性 ど ptke 二 レ 6 ドーK 来 名 公 装 合 組 つっ し じゃ 


下 計 で KG 店 で” 聞 と 軸 ン キキ 心 ふ ふ ー 
やう) じゃ 所 虹 人 で モル セン 骨 せ 叱 中 で モー 
KGNYTHK ぬ EN6 民 公 細 漂 や さ し ゃ ? 所 
り 路 そ 品 で 遍 陸 で で うつ 届 畠 し 選 昌 
ぬい むる ご) 箇 め 局 除 つ 選 さ も 0 で) レ 
や 壮 つ っ うめ 昭 っ ms? 4 回 GE TH ZS の て レ つ 


下 で を いり 刀 選 G 共 思う ささ つ 避 ? 


HG 所 昌 を や で の) つ 魚 G 加 wo 
ロ 寺 さり ビレ の 6 軸 *e じ 層 除 じ wW 刀 レ つや 
で ・ 

H い ト G 革 じ せ 褒 つ て 忠 敵 半 人 る むせ ャ キト 
し Se 各 7 レ セ 公 ) で て ヘーー ド セー ふ G 
路 身 公 人 回 G | 四 G を 和 AN) さこ つつ ? 中 
敵 ゅ 己 り | 終 し いむ し つや の 取 mNS 
民 選 6 直 む 豆 で 6 し "の つら ・ い きま で K ト ハ 
さ K 楓 W 覇 で し 愉 つ 時 G 四 ご 公 で NeO 
ン SSN0G 居 本 う の 昭 っ うつ 愉し” 路 畑 
く 搬 くべ 緒 ぐい ユー を 加 人 公 EKen さ で 芝 忠 
3 坦 で 和 酸 表 っ ト さ ー ズ G 愉 に 路 閉 ぬ 選 臣 つ 
1 つむ” 酢 っ 細 計 人 凌 te) や で 公 ン 6 時 っ 避 
で S | 回 ポン さ で レ つ ne で GS レ し” KI ト へ さ K 
柚 豆 王 唄 じ 共 つ じ 飽 好 Y や じ レ ” 暗 ン つじ 交 
6” うっ ) 心 つや の Oc ささ 公選 で 
路 敵 で ぐつ ン レ W せ GSG で きっ し つ ゃ 心 公 で ・ 

mt つつ しゃ)G HH 避 陣 ぶつ ン レ ww 
刀 り 昭 っ 7 
一 除 明 [> ト 

ぜ 藤 員 ル トレ も " テー と で oo の 避 皿 よ 
ー『 半 GR 一 ミト ヽ ハー ロ 敵 際 村 Ne 民 ユ 
穫 下 させ キト し も "OSG ヨ 揚 ロ 
臣 つ ン ” へ へ 人 G 御 愛 ロ た で レン ie 衣 天 し 
も " つ 人 SS や へ へ 人 色 器 回 うめ 央 や レ "ー に KR テ > 
の ドル 本 GHTD ト 了 弄 坪 いひ レビ さっ TNI 本 話 
公 了 べ RS で で te( で うう) の うっ で うし も ?" ヒ 
> 拒 芝 上 ) せ me 机 で H ト 公 で で tk9G 
レ ゃ や さっ うつ ゃ 心 公 ? 

画 革 
他 や で 宗 年 上 導 り で ホース ゼ 革 し で 和 


で いで ・ 
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共 9 。RS 刀 っ テア 
GS て つる やつ 

SAIK 入 S 稔 

つ 民 下 抽 K 画 公 

PS いこ 1 で GS 

NA 如 | 丁 公 

| | 記入 。 馬 』 

中 で トロミ ゼ 

中 私 塊 呈 さら 

全く こり ママ hh 


細 記 つつ し じゃ て IhK て の 要 ) 必 で で うつ 謀 
で 公介 0 モ ビレ つ "や ペ S 著 全 ① マ ペー 
和民 計 で 6 や "mi(RG 革 じ 購 WW じ っ ne じ 朽 羽 
電 ご 五 つ ” モー で か AS 一 民 公 
て >) で セン で 正 豆 で 7 ヨ 理 7 の で 円 
区 表 G” mRG 撮 咽 称 つ で 全 さ の 正 で し | 角 
届 宮 り 計 誰 KG 店 避 エ ペー 人 つつ で | 
6 所 っ ヘリーK” ホー 革 ぐ て く ハー 
し SNe 0 へ へ 穫 G 反 へ 棒 人 トー て ロロ 舞 し っ ン 
JpG レ つや 心 尺 ' 

症 束 シレ や く こよ ト ー 公 攻め 昭 で で ne3 代 貼 下 


1:6 スケ ー ル スク ラッ チビ ルド 
製作 文 / 宮 川 横 T's systeml 


用 記 マナ 


2 で 
2 
の 


に 


ー ト リロ つ つつ 玉 “ 下 銘 6 環 " 国 G 由 Gi トー 
テレ で つ を で つつ レー の っ う 候 )) 天 の) 昭 っ 
"さり U 公 うじ ゃ KG 店 で Q つ ン じ 世 紛 っ レ 
"hh さ さや p う で 08 う 刀 つつ? 0 で も で うり 
へ Am ロー ドー6 旨 全 やら うじ "うじ ゃ や で 
ん を 公 さ 懲 つ しゃ")G 層 さ し S 公 で 泊 GWP 
G 還 めも ご 壮 む し っ と て ^ 眉 叶 人 G で いり 
ーK リ 舞 押 4 ぐっ いや 御 要 じ で C じ うぃ 6 普 ) 
や 箇 で 員 替 刀 | 較 提 咽 や Ne 求 で 中 "うう で 
っ JJ ) 公選 陣 じ w で 宿 玉 人 る さめ 昭 で し 走 
いし 愉 つ ? 

和 近 じ ち 公 "円 回 人 で GTIhK て Q 交 
麗 ロ つじ うっ” SS 公 さ 公 ャ ペー 作画 ロレ 
%O う ) 昭 っ ” て 必 Kー レ ゼ 抽 め へ へ う ) 二 
む じ し” 叫 加 せ や や で で うに けり 選 む し じ っ ke ぐし 
公 ” 閉 竹 球 じ 叩 買 % に リロ つ レ つゆ で) 円 固 ペ 
系 全 NT 生日 中 正 も 本 全品 人 S 公 つ 
き 柚 つり き で し レ つ で 6 し” 較 G 押 む レ う ン 
民 選 り U 選 で で の 札 英 玖 据 つじ うっ 

人 回 | 晶 抱 択 つ 必 GSN ユ ミレ も?” ユミ 
志 NeG や で 碗 で 尽 人 で レ の 昭 っ も " や G 如 
S” 《 加 G 尽 し せ 葵 年 唱 写 岬 で 半 慌 齋 
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